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○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、第３回定例会が招集されました。 

 皆様方におかれましては、お忙しいところご出席をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

 それでは、開会に先立ちまして、町長より挨拶を受けます。 

 町長。 

○町長（田中祐二君） 皆さん、おはようございます。 

 本日ここに令和７年第３回太子町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には何かとお忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 また、平素より職員はじめ住民の皆様には、町政の運営にご理解とご協力いただいて

おりますこと、厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会に提出いたします案件についてでございますが、報告といたしまして、令和

６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告の件の１件、事件案といたし

まして、第６次太子町総合計画基本構想の策定の件の１件、決算認定といたしまして、

令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定についてほか６件、条例案といたしまして、

太子町議会議員及び太子町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例中改正の

件ほか１件、予算案といたしまして、令和７年度太子町一般会計補正予算（第４号）ほ

か３件、人事案といたしまして、太子町監査委員の選任について同意を求める件ほか２

件、以上、合わせまして１８件のご審議をお願いいたします。 

 さて、令和６年度一般会計決算の状況についてご報告いたします。 

 歳入では、町税や給付金が減額となった一方で、物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金などの国庫支出金などが増額となったことなどで、全体としては、対前年度比５.

５％の増額となりました。 

 一方、歳出では、障がい福祉サービスに係る介護給付・訓練等給付費や定額減税調整

給付金などの扶助費、竹内街道歴史資料館老朽化改修工事や地域公共交通の車両購入な

どの投資的経費の増額により、全体としては、対前年度比８.９％の増額となりました。

これにより、実質収支については昨年度に引き続き黒字を確保いたしておりますが、財

政指標の１つである経常収支比率につきましては９４.０％となり、僅かながら前年度

から０.６ポイント悪化しております。 

 また、地方交付税や地方譲与税、国・府支出金、町債等の依存財源の合計は、歳入総
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額の６６.６％を占め、依然として国や府に依存した財政構造となっていることから、

引き続き自主財源の確保に努めながら、不断のＰＤＣＡサイクルによる施策の点検評価

を行いつつ、限られた財源をより有効活用していくとともに、令和７年４月に設置され

ました南河内基礎自治機能充実強化協議会における将来の在り方などの検討も踏まえ、

更なる公民連携、広域連携などに取り組むことで、より持続可能で安定した町政運営を

行ってまいりますので、議員の皆様の更なるご協力、ご理解を賜りますようよろしくお

願いを申し上げます。 

 それでは、お手元に配布しております令和６年度主要施策報告書により、第５次総合

計画における柱に沿ってご報告を申し上げます。 

 初めに、心健やかで元気に暮らせるまちづくりについてでございます。 

 少子高齢化が進展する中、結婚から妊娠・出産・子育てにわたる切れ目のない支援に

より、安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進するとともに、住民が健康に暮ら

せる体制の充実に引き続き取り組みました。子育て環境の向上につきましては、子育て

家庭への支援策として、これまで子どもの年齢や世帯の所得にかかわらず、第二子目の

保育料を半額、第三子目以降の保育料は全額補助を行ってきました。更なる支援策とし

て、子どもの年齢や世帯の所得にかかわらず、第二子目以降の保育料を全額助成するこ

とで、無償化の対象を拡充しました。 

 また、認定こども園や保育園に対しては、おむつ処理に係る費用の助成を行うことで、

保育サービスの質の向上を図るなどの取り組みを行いました。 

 次に、住民の健康づくりの推進につきましては、特定健診やがん検診等の更なる受診

率の向上を目指し、集団健診と五大がん検診の同時実施や、町内医療機関において大腸

がん個別検診を開始し、受診機会を拡充しました。また、がん治療に伴う外見の変化が

生じた方に対して、就労や就学など社会生活の両立を支援し、療養生活の質の向上を図

るため、医療用ウイッグなどがん患者医療用補整具購入費の助成などを実施しました。 

 次に、地域福祉の充実につきましては、地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体

制の整備にあたり、重層的支援体制整備事業を展開することにより、相談支援、参加支

援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施してまいりました。 

 次に、支え合い、安心して暮らせるまちづくりについてでございます。 

 地域住民が安全、安心に暮らすための基盤となる施策や環境の整備に引き続き取り組

みました。初めに、まちの安全性、快適性の向上につきましては、消防団デジタル化と
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しまして、ファイアチーフの導入や乾式ポンプの購入により、火災時や災害時などにお

ける対応の迅速化や効率化を図るとともに、災害発生時の停電、断水などに備え、生活

環境の改善、衛生管理の強化の観点から、携帯トイレの備蓄や防災行政無線の情報伝達

の強化を図るため、屋外スピーカーの更新を行い、防災力の向上に努めました。地域公

共交通については、金剛自動車株式会社による路線バス廃止を４市町村コミュニティバ

スの金剛ふるさとバスや本町の、たいしのってこバスの路線再構築により、町内の公共

交通を確保、維持するとともに、車両老朽化に対応するため、新たに運行車両２台を購

入しました。 

 また、移住・定住の促進や地域活性化を目的とした空家バンク制度については、物件

の登録が進まない状況でありましたが、新たに空家バンク関連補助金を創設し、積極的

なＰＲを行った結果、物件登録を大幅に増やすことができました。 

 更には、老朽化した幹線道路の舗装の打ち替えや住民の生活に直結する生活道路にお

ける修繕工事など、安心・安全なインフラ整備を進め、今後も引き続き取り組んでまい

ります。地域環境の保全・向上につきましては、サーキュラーエコノミーの考え方に基

づき、南河内地域２町１村未来協議会の広域的な循環型社会の形成に資する取組として、

２町１村と植田油脂株式会社が連携して家庭用廃食油の回収体制を整備し、リサイクル

の促進と環境意識の向上に努めました。 

 続いて、活力と魅力にあふれる個性豊かなまちづくりについてでございます。 

 人口減少への対応として、安定した経済活動が行われることは重要であることから、

産業の振興や交流機能の強化による地域の活力向上に向け、引き続き取り組みました。

初めに、地域経済を支える産業の振興につきましては、農業振興事業として、４９歳以

下の新規就農者の経営開始資金に対する補助のほか、大阪版認定農業者支援事業として、

農家が生産性の向上を図るための機械整備に対する補助を実施しました。 

 また、新たに法定化された地域計画につきましては、個々の農家の方々が、将来の農

地利用についてどのようにお考えなのか、それぞれの地域にどのような課題があるのか

など、地域の実情を把握し、計画として明確化することで、農業の将来像を見据え、農

地の集約化や新しい担い手の参入を迎え入れる体制づくりとして、町内５地区で策定し

ました。 

 また、地域産業の発展と創業促進のため、町内で起業を予定している事業者に対して、

事業所の設備や備品購入及び広告宣伝に要する費用など、創業に必要な経費の一部に対
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する補助を行い、２件の創業につなげております。 

 次に、まちの魅力を活かした交流の推進につきましては、本町の観光事業において中

心的な役割を担っていただいております、観光・まちづくり協会が令和６年４月１日よ

り法人格を取得し、一般社団法人太子町観光協会となりました。その観光協会が核とな

り、太子町や関係団体等と連携し、大阪・関西万博など、様々なイベント等において多

大な貢献をしていただいており、太子町の観光振興や地域づくりの両面において重要な

役割を担っていることから、令和６年度におきましても、引き続き運営補助を行ってま

いりました。 

 また、ふるさと納税制度を活用した自主財源に関する取り組みといたしましては、令

和５年１月に包括連携協定を締結した株式会社あるやうむとの公民連携による返礼品開

発企画として、地元老舗和菓子店好月堂のミカンシェとボイトレ系Ｖｔｕｂｅｒみかん

先生とのコラボを実現し、新たな寄付者層の開拓等を行いました。 

 しかしながら、令和６年度においては全国的なお米の高騰をはじめ、物価高の影響も

あり、魚介や肉と並んで日用品、お米の返礼品の需要が大きく伸びたことから、マッサ

ージ機器を主力とする本町の個人寄付件数は、前年度比約２３％減の３千７４件、寄付

受入額は約１０％減となる、２億７千３９０万７千１００円となりました。今後も引き

続き、ふるさと納税制度の適正な運用に努めるとともに、同制度を活用した自主財源の

確保並びに地域の活性化に取り組んでまいります。 

 次に、豊かな自然、歴史とともに育つ誇りあるまちづくりについてでございます。地

域に愛着と誇りを持ち、地域を支える人材の育成に引き続き取り組みました。 

 初めに、地域とともに育む学校教育の充実につきましては、非認知能力というキーワ

ードで連続的に結びつけた幼小中一貫教育の３年間の取り組み成果等を総括するととも

に、非認知能力、育児のパイオニアであるボーク重子氏と特別対談を行うなど、引き続

き非認知能力の伸長に取り組みました。 

 更に、学校教育施設の老朽化対策を継続的、計画的に進める中で、山田小学校のトイ

レ改修に２期目工事を行いました。 

 また、地域への愛着心の醸成につきましては、国指定史跡二子塚古墳の保存整備につ

いて、歴史学習や地域振興、観光振興の拠点として積極的に活用促進を図るため、引き

続き整備事業を進めるとともに、竹内街道歴史資料館については、老朽化に伴う全面的

な施設改修を行いました。 
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 最後に、みんなで歩む協働のまちづくりについてでございます。 

 人口減少や少子高齢化、ライフスタイルの変化など、複雑化、多様化するニーズに対

応するため、住民の皆様をはじめ、企業や各団体など多様な主体との信頼関係の構築を

進めながら、連携、協働のまちづくりに引き続き取り組みました。 

 初めに、住民との協働の推進につきましては、広報サポーター制度による住民主体の

情報発信や公式ＬＩＮＥのプッシュ型通知を活用した行政情報の発信、タウンミーティ

ングや町長直通便により、引き続き、広く住民の声を聞きながら町政運営を進めてまい

りました。 

 また、公民連携の取り組みといたしましては、新たに３社と連携協定を締結いたしま

した。更には、これまでの取り組みに加え、プロバスケットボール、Ｂリーグ、大阪エ

ヴェッサと実施した太子町民応援デーでは、四天王寺大学の学生広報スタッフとともに、

太子町ガクチカクラブとして広報ＰＲ等を三方よしとなる産官学連携を実現しました。

今後も多種多様な企業や大学との連携、協力を進めながら、更なる住民サービスの向上

と地域活性化に向けて取り組んでまいります。 

 次に、効率的、効果的な行政経営につきましては、電子申請ツールを使用した窓口手

続に関するデジタル化業務数の拡大を引き続き行い、自治体ＤＸの更なる推進を行いま

した。 

 また、南河内地域２町１村未来協議会では、２町１村の将来の在り方に関する調査研

究を行うとともに、広域的な連携の取組として、昨年度に引き続き、職員採用試験や採

用予定者交流会、職員研修、サイクリングイベントの共同実施、大阪府主催イベントへ

の共同出展に取り組みました。更には南河内広域連携研究会においても、新たに文化ホ

ールの共同利用推進に係る情報発信などを行いました。 

 以上、令和６年度の主な施策の成果についてご報告をさせていただきました。 

 今後、２月の施策方針で申し上げました施策をしっかりと、第５次総合計画における

基本理念である人と自然と歴史が交流し未来へつなぐ和のまち太子の実現に向け、取り

組んでまいりますので、議員の皆様におかれましては、改めてご支援、ご協力を賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 最後となりますが、議員の皆様には、本定例会に提案しております議案につきまして、

何とぞよろしくご審議いただき、ご議決、ご認定並びにご同意を賜りますようお願い申

し上げまして、開会のご挨拶とさせていただきます。 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 本日は全員出席していただいておりますので、本会は成立いたし

ました。 

 これより令和７年第３回太子町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程は配布しておりますとおりでございます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会における会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、岡野

議員、４番、西田議員を指名いたします。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

 今回の定例会につきましては、８月２６日に開催されました議会運営委員会でご検討

いただいた結果、会期は本日９月１日から９月２２日までの２２日間で協議がまとまり

ましたが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２２日まで

の２２日間と決定いたしました。 

 なお、定例会の運営予定ですが、配布しておりますとおり、本日は提出されました全

ての議案を上程いたしまして、質疑の後、それぞれの常任委員会へ付託させていただき

たいと思います。ただし、日程第５、議案第２６号、日程第１９、議案第３３号、日程

第２０、議案第３４号、日程第２１、議案第３５号、日程第２２、議員提出議案第４号

につきましては、本日全員審議でお願いいたします。 

 次に、委員会の日程ですが、９月４日、５日に決算常任委員会を、９日に総務まちづ

くり常任委員会を、１１日に福祉文教常任委員会を、１２日に予算常任委員会をそれぞ

れ開催していただきます。 

 なお、審議が残りましたら、１０日の予備日を充てていただきたいと思います。 

 また、追加議案等がございましたら、１７日に議会運営委員会と議員全員協議会を予

定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 １９日に一般質問で本会議を再開させていただきますが、この一般質問の通告締切り
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は、３日の正午までとさせていただきます。 

 ２２日に最終本会議を開催させていただき、それぞれの付託案件について委員長報告

を受け、議決を賜る予定です。 

 次に、諸般の報告ですが、本日は監査の報告、南河内環境事業組合議会の報告、大阪

広域水道企業団議会の報告、大阪南消防組合議会の報告を予定しております。 

 また、本定例会までに受理されました陳情・要望書等につきましては、議員全員協議

会でその取扱いを決めていただき、処置したいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第３、諸般の報告を議題といたします。 

 監査委員より、例月出納検査結果報告があり、その写しを配布しておりますので、ご

了承お願いいたします。 

 次に、南河内環境事業組合議会の報告を求めます。 

 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） おはようございます。令和７年８月１９日に開催されました第２

回南河内環境事業組合議会定例会の内容につきまして、ご報告申し上げます。 

 まず、本会議前に議員全員協議会が開催され、事務局から、組合議会議員の異動報告

の後、議会運営委員長から会期などの報告がございました。 

 続いて本会議の内容です。 

 まず、報告第２号、組合議会議員の異動については、富田林市から村山理恵議員、千

早赤阪村から中野智子議員が新たに組合議会議員に選出されました。 

 次に、選挙第１号、組合議会副議長の選挙については、千早赤阪村の中野智子議員が

副議長に選出、当選されました。 

 次に、報告第３号、令和６年度南河内環境事業組合一般会計継続費精算報告書の報告

については、第１清掃工場基幹的設備改良事業及びクレーン電気設備更新事業において、

事業が完了し、継続費の計画と実績内容について報告がありました。 

 次に、承認第３号、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例の制定についての専決処分につき承認を求めることについては、関係条例中にあ

る懲役、禁錮を拘禁刑に改めるもの。 

 承認第４号、南河内環境事業組合職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び南
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河内環境事業組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

の専決処分につき承認を求めることについては、育児・介護における仕事と生活の両立

支援の拡充を実施するため、所要の改正を行うもの。 

 承認第５号、一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

の専決処分につき承認を求めることについては、人事院勧告に基づく扶養手当、地域手

当等の改正を行うもの。 

 承認第６号、南河内環境事業組合職員旅費支給条例の一部を改正する条例の制定につ

いての専決処分につき承認を求めることについては、実情に合わせた旅費の適正化を図

るため改正を行うもの。 

 承認第７号、南河内環境事業組合行政手続条例及び職員の退職手当に関する条例の一

部を改正する条例の制定についての専決処分につき承認を求めることについては、地方

公営企業の組合内での取扱いを変更するもの。 

 これら５件について説明がありました。 

 審議では、承認第４号及び承認第５号のうち、配偶者について届出をしない、事実上

婚姻関係と同様の事情にあるものを含むことの確認、また、住民手当の支給に関して質

疑があり、今後は同性婚の適用も検討するよう要望がありました。これらは、本年３月

２８日付で専決処分されたものであり、５件全て原案どおり承認されました。 

 次に、議案第４号、令和７年度南河内環境事業組合一般会計補正予算（第１号）につ

いて審議があり、歳入歳出にそれぞれ７０８万２千円を追加し、総額を２８億２５１万

２千円とするもので、補正内容は、本年４月１日付の人事異動等に伴う人件費の補正で、

審議の結果、原案どおり可決されました。 

 続きまして、監査報告第２号、例月出納検査の結果報告については、監査委員から結

果が報告され、特に問題はなかったとのことでした。 

 最後に、認定第１号、令和６年度南河内環境事業組合一般会計歳入歳出決算について、

地方自治法第２３３条第３項の規定により議会の認定に付されたもので、歳入総額８５

億３千２５７万４６０円、歳入総額８３億５千７８６万２千９８８円の決算について説

明があり、第１清掃工場の基幹的設備改良工事の完了時期と売電収入の時期の確認の質

疑、また、サバーファームの入園補助事業再開時にはごみを受け入れていただいている

地域への理解促進やごみ減量等への企業の費用対効果を検討すること、ごみの減量の啓

発活動について目標を持って実施すること及びごみの減量だけではなく、ごみの分別等
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の啓発を実施することなど要望があり、審議の結果、原案どおり認定されました。 

 以上、令和７年第２回南河内環境事業組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（森田忠彦君） 次に、大阪広域水道企業団議会の報告を求めます。 

 斧田議員。 

○２番（斧田秀明君） 去る８月７日に開催されました令和７年第２回大阪広域水道企業

団議会８月臨時会の内容につきまして、私のほうからご報告申し上げます。 

 なお、本臨時会の会期については、８月７日の１日でございました。 

 初めに、企業団議会の議長及び副議長の選挙が行われ、地方自治法第２９２条におい

て準用する同法第１１８条第２項の規定に基づき、議長として、富田林市議会選出の西

川宏議員が、副議長として、岬町議会選出の坂原正勝議員がそれぞれ指名推選され、選

挙の結果、当選となりました。 

 続いて、報告第１号及び第２号として、令和６年度大阪広域水道企業団水道事業会計

予算繰越計算書報告の件について報告を受けました。 

 まず、報告第１号、水道事業会計予算繰越の内容についてですが、水道用水供給事業

における建設改良費の予算におきまして、国の補正予算に対応したことに伴い、４１億

７千２１７万円を令和７年度に繰り越すもの、また、同じく水道用水供給事業における

営業費用の予算におきまして、工事の施工に伴い発生しました状況の変化への対応に相

応の時間を要したことにより、２７６万円を令和７年度に繰り越すものでございます。 

 続きまして、報告第２号、工業用水道事業会計予算繰越の内容ですが、これも令和６

年度の建設改良費の予算におきまして、工事の施工に伴い発生した状況への変化の対応

に相応の日時を要したことから、３億７千５９４万円を令和７年度に繰り越すものでご

ざいます。 

 本件につきまして、地方公営企業法第２６条第１項の規定により繰越しされ、同条第

３項の規定により、企業団議会に報告を受けたものでございます。 

 続いて、大阪広域水道企業団、村野浄水場施設の調査を目的とした企業団議会議員の

派遣についても原案どおり可決いたしました。 

 以上、令和７年第２回大阪広域水道企業団議会８月臨時会の報告とさせていただきま

す。 

○議長（森田忠彦君） 次に、大阪南消防組合議会の報告を求めます。 

 西田議員。 
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○４番（西田いく子君） おはようございます。 

 １点目、令和７年度第２回大阪南消防組合議会定例会が、６月６日に開催され、報告

案件６件、財産の取得３件、人事案件１件、条例改正案件４件の計１４案件が提案され、

全ての案件が原案どおり全会一致で決したことを日程第１から順次報告させていただき

ます。 

 日程第１、議会運営委員会、片山委員長から、定例会の運営について等の報告があり

ました。 

 日程第２、会議録署名議員の指名がありました。 

 日程第３、選挙第１号、議長の選挙については、指名推選の方法により、富田林市選

出の辰巳真司議員が当選されました。 

 日程第４、会期を１日間と決定いたしました。 

 日程第５、報告第３号、専決処分報告、損害賠償の額の決定について、理事者側から

報告後、羽曳野市選出の笹井喜世子議員、笠原由美子議員から質疑がありました。 

 日程第６、報告第４号、専決処分報告、職員の給与に関する条例の一部改正について、

理事者側から報告後、羽曳野市選出の笹井喜世子議員からの質疑がありました。 

 日程第７、報告第５号、専決処分報告、職員の退職手当に関する条例の一部改正につ

いて、日程第８号、報告第６号、専決処分報告、職員の育児休業等に関する条例及び職

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、日程第９、報告第７号、専決

処分報告、令和６年度大阪南消防組合一般会計補正予算（第２号）について、日程第１

０、報告第８号、令和６年度大阪南消防組合一般会計予算の繰越明許費繰越計算書につ

いて、以上、理事者側から説明報告がありました。 

 日程第１１、議案第７号、災害対応消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型水槽付の財産の取得

について、日程第１２、議案第８号、災害対応特殊救急自動車及び高度救命処置用資機

材２台の財産の取得について、日程第１３、議案第９号、情報化システム一式の財産の

取得について、以上、理事者側から説明がありました。 

 日程第１４、議案第１０号、大阪南消防組合監査委員の選任につき同意を求めること

について、理事者側から説明があり、植田眞功氏の選任について、全会一致で同意され

ました。 

 日程第１５、議案第１１号、職員の給与に関する条例の一部改正について、日程第１

６、議案第１２号、職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部改正につい
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て、日程第１７、議案第１３号、職員の旅費に関する条例の全部改正について、以上３

件、理事者側の説明後、私、西田が質疑を行いました。 

 日程第１８、議案第１４号大阪南消防組合条例の用字、用語等の整理に関する条例の

制定について、理事者側から説明がありました。 

 以上、提案された全ての案件が、原案どおり全会一致で決しました。 

 日程第１９、一般質問についてですが、河内長野市選出の丹羽実議員から林野火災に

おいての対応について、私、西田は危険なガスが検知されたときの対応について、万博

会場で燃焼下限域を超えるメタンガスが発生したことを受け、大阪南消防管内でガスが

発生し、緊急体制を取ったことはあるのかと質問したところ、ガス漏れ事故は令和６年

に１５件発生しているが、メタンガス発生による出動はないとの答弁でした。富田林選

出の西川宏議員から救急搬送活動について、羽曳野市選出の笹井喜世子議員から大阪・

関西万博の職員派遣体制についてそれぞれ質問があり、理事者側から説明、答弁があり

ました。 

 以上、令和７年度第２回大阪南消防組合議会定例会の結果についての報告を終わりま

す。 

 次に、２点目、８月４日から５日にかけて、２０２４年１月１日に発生したマグニチ

ュード７.６、最大震度７の能登半島地震の被災地石川県を訪れた大阪南消防組合議会

で行った視察研修について報告いたします。 

 ８月４日は、石川県金沢消防局で能登半島地震における金沢消防局の災害対応と緊急

消防援助隊受援など、初動体制についてお話を聞き、特殊車両の見学を行いました。５

日は、輪島市の奥能登広域圏事務組合消防本部で、能登半島地震及び９月豪雨について

お話を聞き、輪島市外の被災状況、復興途上の現場を視察いたしました。自衛隊などの

救援が届かない中、特に輪島朝市の火災には地元の僅かな消防職員で決断を迫られ、苦

しい思いをしたことなど、焼け落ちた家屋が残る現場を前に話を聞きました。改めて、

いつ起きてもおかしくない災害に備えることの大切さ、消防職員の存在の大切さを強く

感じた視察でした。 

 以上で、大阪南消防組合議会からの報告を終わります。 

○議長（森田忠彦君） 以上で諸般の報告を終わります。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第４、報告第９号、令和６年度決算に基づく健全化判断比率
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及び資金不足比率報告の件、これを議題といたします。 

 本件について報告を求めます。 

 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 報告第９号、令和６年度決算に基づく健全化判断比率及

び資金不足比率報告の件について、ご報告並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定

により、令和６年度決算に基づく健全化判断比率を、また、同法第２２条第１項の規定

により、資金不足比率をそれぞれご報告させていただくものでございます。 

 まず、一般会計を対象とした実質赤字比率並びに財産区特別会計を除く、全会計を対

象とした連結実質赤字比率については、前年度と同様、各会計の収支において赤字が発

生していないことから、横バー表示とさせていただいております。 

 次に、実質公債比率につきましては、前年度と同率の４.２％となってございます。 

 将来負担比率につきましては、地方債残高の減少などの影響により、前年度より１.

２ポイント減少し、マイナス６５.２％となることから、指標値が算定されないため、

横バー表示とさせていただいております。 

 資金不足比率につきましては、下水道事業会計において、資金不足が発生していない

ことから、横バー表示とさせていただいております。 

 参考として、それぞれの指標値の下に、括弧書きにて、本町に適用される基準値を記

載しておりますので、ご参照ください。 

 なお、本報告につきましては、別添ファイルに意見書として監査委員の意見を付して

おりますので、併せてご参照ください。 

 以上、令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告とさせていた

だきます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま報告がありました。 

 以上で、報告第９号、令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告

の件を終わります。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第５、議案第２６号、第６次太子町総合計画基本構想の策定

の件、これを議題といたします。 

 本件について、提案理由及び内容の説明を求めます。 
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 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 議案第２６号、第６次太子町総合計画基本構想の策定の

件について、提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 現在、第５次総合計画は、令和７年度をもって目標年次を終了するため、令和１７年

度を目標年次とする第６次総合計画の策定作業を進めております。 

 この度、太子町総合計画審議会の答申を踏まえ、住民一人ひとりが誇りを持って私た

ちのまち、ふるさと太子町を次世代に継承していくため、和の心を次世代へつなぐまち、

自然を守る、暮らしを育む、未来をつくる、ふるさと「たいし」を将来像とした基本構

想がまとまりましたので、地方自治法第９６条第２項に関する条例第１０号の規定によ

り、本議会に提案する次第でございます。 

 それでは、内容についてご説明申し上げます。資料をお願いいたします。 

 現行の第５次総合計画が、令和７年度をもって最終年度を迎えることから、次の令和

８年度をスタートする第６次総合計画を策定し、また、策定に当たっては、住民の意向

を把握するため、アンケート調査等を行うとともに、より多くの住民の皆様のお声を聞

くため、住民ワークショップだけでなく、中学生ワークショップも実施し、まちづくり

に対するご意見等を幅広くいただいてまいりました。これらの意見等を庁内の職員によ

る策定部会や策定委員会で調整し、まとめられた基本構想について、太子町第６次総合

計画審議会において、これまで５回開催し、審議会の委員の皆様にご議論、ご審議を重

ねていただき、８月５日に答申をいただきました。 

 それでは、議案書によりまして、順次ご説明申し上げます。 

 １－１頁をお願いいたします。第１章、総合計画についてですが、計画策定の背景と

目的のほか、総合計画の役割としまして、太子町が目指す将来の姿を明らかにし、実現

するため、大きく３つの役割を示しております。 

 次に、１－２頁をお願いいたします。総合計画が基本構想、基本計画の２段階で構成

されること、基本計画の下に実施計画が設けられることを示してございます。 

 次に、１－３頁をお願いいたします。計画の目標年次につきましては、令和８年度か

ら令和１７年度の１０年間とします。 

 また、基本計画につきましては、前期と後期の各５年間を計画期間とし、後期の基本

計画策定時には、前期の施策等の進捗状況等を評価するとともに、多様化、複雑化する、

行政需要に的確に対応してまいります。 
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 ２－１頁をお願いいたします。第２章、太子町の状況と課題でございます。ここでは、

本町の概況と課題を整理しており、地域の概況、人口、産業、土地利用、都市施設、自

然文化、財政について、２－２７頁までにまとめてございます。 

 ２－２８頁をお願いいたします。２、住民意向でございます。住民のまちづくりに対

する意識の把握や、広く意見を聞き、計画策定の資料とするため、住民アンケート調査

に加え、中学生ワークショップを行い、その概要についてまとめさせていただいており

ます。 

 次に、２－３５頁をお願いいたします。３、まちづくりの主要課題としまして、課題

１、子育て支援、移住・定住促進対策の充実、課題２、高齢者対策の充実と健康寿命の

延伸、課題３、産業の振興と若者が働く場の確保、課題４、公共交通利便性の維持・向

上と各種施設との連携、課題５、住環境の維持・向上と地域コミュニティーの活性化、

課題６、地域の資源の確保と適切な活用、課題７、安全・安心なまちづくりの推進、課

題８、持続可能な経営を目指した効率的・効果的な行政システムの構築を２－３７頁ま

でにまとめさせていただいております。 

 ３－１頁をお願いいたします。１、基本理念としまして、和の心を次世代へつなぐま

ち、自然を守る、暮らしを育む、未来を創る、ふるさと「たいし」といたしました。こ

の基本理念につきましては、本町はこれまでも自然と歴史を活かしながら、聖徳太子の

言葉、「和を以て貴しとなす」をモットーに、住民が交流し合えるまちづくりを進めて

きております。次期総合計画においても、和を活かしたまちづくりを継承することとい

たしました。和の心とは、昨今の多様化した社会に必要なもの、そのような考えや、本

町のいいところを次世代へつないでいくものでございます。本町のいいところとしまし

て、住民ワークショップでは、二上山などの自然、叡福寺、古墳など、歴史や文化など

が挙げられ、審議会においても同様なご意見があるなど、本町は豊かな自然環境や歴史

的な背景を有してございます。その地域の特性を守りつつ、共存したまちづくりに取り

組み、また、子育て世帯など若者を支援し、コミュニティづくりを行い、より良い環境

整備を行うなど、暮らしを育んでいく、そして、若者から高齢者までの住民誰もがいき

いきした、住み続けたくなる、帰ってきたくなるような笑顔あふれるまちづくりを目標

としております。 

 ３－３頁をお願いいたします。基本目標でございます。これまで説明させていただき

ました本町の現状、住民意向などから見えてきたまちづくりの主要課題を基に、本町が
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実現していく基本理念を掲げ、目標１、未来を担う子どもたちが元気に育つまちづくり、

子育て・教育、目標２、郷土愛あふれたコミュニティ豊かなまちづくり、人づくり・コ

ミュニティ、目標３、全ての人が健康でいきいきとした生活を営めるまちづくり、健

康・福祉、目標４、地域経済・産業を高める活力溢れるまちづくり、経済・産業、目標

５、誰もが住みやすく安心して暮らせるまちづくり、生活環境、生活基盤、目標６、持

続可能なまちづくりを支える行財政運営の６つの基本目標を設定しております。 

 ３－５頁をお願いいたします。３、人口の将来展望でございます。現在の人口ビジョ

ンに将来の人口目標を掲げてございますが、実績値との大きな乖離があり、今後も国立

社会保障・人口問題研究所の推計によると、かなりの人口減少が進む見通しとなってご

ざいます。そのため、目標値を設定することは難しいことから、各ケースでのシミュレ

ーションを行い、目標値ではなく将来展望とさせていただいております。 

 ３－６頁をお願いいたします。４、まちの空間の考え方でございます。第６次総合計

画においては、暮らしのエリアと農と緑のエリアという形で表現させていただき、本町

の基本構造を踏まえながら、自然環境と保全のバランスを適切に図りながらまちづくり

を進めていくという形にさせていただきました。土地利用に当たっては、具体的な施策

については、個別計画に委ねていく方向性で考えてございます。 

 以上、本町の概況と課題、住民意向、これらを踏まえたまちづくりを進めていくため

の基本構想として、審議会の答申を踏まえ策定したものでございます。何とぞよろしく

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議案第２６号は、会議規則第３９条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号は委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 
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 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第２６号を原案どおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号、第６次太子町総合計画基本構想の策定の件は、原案どおり可

決されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第６、認定第１号から、日程第１２、日程第７号まで、これ

ら７件を一括議題といたします。 

 順次、提案理由の説明を求めます。 

 会計管理者。 

○会計管理者兼会計課長（嚨中一嘉君） 認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳

出決算認定についてから、認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定についてまで、６件の決算認定につきまして、一括して、提案理由並びに

内容のご説明を申し上げます。 

 令和６年度の一般会計をはじめ、各特別会計の決算につきましては、地方自治法第２

３３条第２項の規定により、去る７月３０日に、本町監査委員の審査を受け、決算審査

意見書のとおり、適正である旨の審査結果をいただいており、同条第３項の規定に基づ

き、議会の認定に付するものでございます。 

 なお、ご説明につきましては、令和６年度歳入歳出決算書において掲載をいたしてお

ります会計ごとの実質収支に関する調書により、決算の結果のみとさせていただきたく、

あらかじめご了承を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 では、まず初めに、認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定につい

てのご説明を申し上げます。決算書の１８頁をお開き願います。歳入総額６７億２千８

８８万４千８６５円。歳出総額６７億１千７９２万６千７２５円で、歳入歳出差引額は

１千９５万８千１４０円となりますが、このうち翌年度へ繰り越すべき財源、６４７万
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８千円を差し引いた実質収支額が４４８万１４０円となり、全額を令和７年度へ繰り越

すこととなります。 

 次に、認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

てでございますが、２２４頁をお開き願います。歳入総額が１４億１千２６１万４１８

円、歳出総額は１３億９千２５８万９千２１５円、歳入歳出差引額が２千２万１千２０

３円。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の２千２万１

千２０３円となり、全額、令和７年度へ繰越しとなります。 

 次に、認定第３号、令和６年度太子町山田財産区特別会計歳入歳出決算認定について

でございますが、２５６頁をお願いいたします。 

 歳入総額が６１５万４千１円、歳出総額５１８万５千４００円、歳入歳出差引額が９

６万８千６０１円。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額も同額

の９６万８千６０１円となり、全額を令和７年度へ繰り越すこととなります。 

 次に、認定第４号、令和６年度太子町春日財産区特別会計歳入歳出決算認定について

でございますが、２７６頁をお開き願います。歳入総額は８１万７千８４円、歳出総額

が７１万４千８２２円、歳入歳出差引額が１０万２千２６２円。翌年度へ繰り越すべき

財源はございませんので、実質収支額は同額の１０万２千２６２円となり、全額が令和

７年度へ繰越しとなります。 

 次に、認定第５号、令和６年度太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてで

ございますが、２９６頁をお開き願います。歳入総額１３億２千５２３万８千４７９円、

歳出総額は１３億１千８９８万１千９６９円、歳入歳出差引額が６２５万６千５１０円。

翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の６２５万６千５１

０円となり、全額令和７年度へ繰越しとなります。 

 次に、認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いてでございますが、３３２頁をお開き願います。歳入総額は３億５７６万３千９４８

円、歳出総額は２億９千３３０万５千３５２円、歳入歳出差引額が１千２４５万８千５

９６円。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支も同額の１千２４５

万８千５９６円となり、全額を令和７年度へ繰り越すこととなります。 

 以上、誠に簡単ではございますが、認定第１号から第６号まで、６件につきましての

提案理由並びに内容のご説明とさせていただきます。何とぞよろしくご審議の上ご認定

を賜りますようお願い申し上げます。 
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○議長（森田忠彦君） 次に、まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） 認定第７号、令和６年度太子町下水道事業会計決

算の認定についての提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 令和６年度太子町下水道事業会計の決算の認定につきましては、地方公営企業法第３

０条第２項の規定に基づき、去る７月３０日に本町監査委員の審査を受け、別冊により

配布させていただいております、決算審査意見書のとおり、適正である旨の審査結果を

いただいており、同条第４項の規定により議会の認定に付するものでございます。 

 令和６年度太子町下水道事業会計決算の内容でございますが、収益的収入は３億３千

６８９万４千６５３円。収益的支出は３億３千５５４万５千６４４円となっております。 

 次に、資本的収支についてでございますが、資本的収入は１億３千４５２万２千８２

２円、資本的支出は２億１千１５７万７千７０７円、差引き７千７０５万４千８８５円

の不足額につきましては、当年度分消費税等資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保

資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填いたしました。 

 以上、令和６年度太子町下水道事業会計決算の認定につきまして、監査委員の審査を

経ましたので、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、議会の認定を求めるも

のでございます。何とぞよろしくご審議の上ご認定賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定については、決算常任委員

会に付託いたします。 

 認定第３号、令和６年度太子町山田財産区特別会計歳入歳出決算認定について、認定

第４号、令和６年度太子町春日財産区特別会計歳入歳出決算認定について、及び認定第

７号、令和６年度太子町下水道事業会計決算の認定についての３件は総務まちづくり常

任委員会に付託いたします。 

 認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、認

定第５号、令和６年度太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、及び認定第
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６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についての３件は、

福祉文教常任委員会にそれぞれ付託いたします。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１３、議案第２７号及び日程第１４、議案第２８号、これ

ら２件を一括議題といたします。 

 順次、提案理由の説明を求めます。 

 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 議案第２７号、太子町議会議員及び太子町長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例中改正の件の提案理由並びに内容のご説明を申し

上げます。 

 本改正は、公職選挙法施行令の一部改正を踏まえ、選挙運動に係るビラ及びポスター

作成の公費負担の限度額を改めるために、本条例の一部を改正するものでございます。

何とぞよろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第２８号、太子町職員の育児休業等に関する条例及び太子町職員の

勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件の提案理由並びに内容のご説明を申し上げま

す。 

 本改正は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が令和７年１

０月１日から施行されること等を受け、本町の育児休業等に関する条例及び職員の勤務

時間、休暇等に関する条例につきましても、部分休業取得の多様化への対応や、仕事と

育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認の措置などについて、所要の改正を

行うものでございます。何とぞよろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようですので、質疑を終わります。 

 議案第２７号、太子町議会議員及び太子町長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例中改正の件、議案第２８号、太子町職員の育児休業等に関する条例及び太子町

職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件の２件は、総務まちづくり常任委員会
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に付託をいたします。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１０、議案第２９号から日程第１８、議案第３２号まで、

これら４件を一括議題といたします。順次、提案理由の説明を求めます。 

 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 議案第２９号、令和７年度太子町一般会計補正予算（第

４号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ６千２５４万１千円を増額し、総額を７３

億１千８６８万５千円とするものでございます。本補正予算の主な内容でございますが、

まず、歳出につきましては、物価高騰対策に要する経費のほか、前年度国庫補助事業等

の精算に係る償還金などの予算措置を行ってございます。一方、歳入につきましては、

歳出増額に伴う財源措置として、国・府支出金、繰入金、前年度繰越金及び町債で予算

措置を行うとともに、財源調整として財政調整基金繰入金で増額を行ってございます。 

 以上のとおり、本補正予算を提案するものでございます。何とぞよろしくご審議の上、

ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） 次に、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） 議案第３０号、令和７年度太子町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ３千１２９万２千円を追加し、総額を１４

億８千５７８万円とするものでございます。本補正予算の内容でございますが、歳出で

は、令和８年度子ども・子育て支援金制度施行に向けた電算機器・プログラム変更委託

料のほか、令和６年度国・府支出金補助金の確定に伴う返還金、また、出産育児一時金

繰入金の精算に係る一般会計繰出金、前年度繰越金を基金に積み立てるため財政調整基

金積立金を増額いたしております。一方、歳入につきましては、歳出の財源として国庫

支出金及び財政調整基金繰入金を措置しております。 

 また、令和６年度の剰余金の確定による繰越金の増額を行っております。 

 以上のとおり、本補正予算を提案するものであります。何とぞよろしくご審議の上、

ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第３１号、令和７年度太子町介護保険特別会計補正予算（第１号）

の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 
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 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ７６６万３千円を追加し、総額を１４億７

千２６３万８千円とするものでございます。本補正予算の内容でございますが、歳出に

つきましては、介護給付費負担金等における令和６年度の国庫支出金の精算に伴う返還

金及び介護給付費準備基金積立金の増額を行っております。歳入につきましては、介護

給付費負担金等における令和６年度の支払基金交付金等の精算に伴う追加交付及び前年

度繰越金の増額を行っております。 

 以上のとおり、本補正予算を提案する次第であります。何とぞよろしくご審議の上、

ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第３２号、令和７年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 本補正予算は、歳入歳出の総額にそれぞれ１９２万５千円を追加し、総額を３億６４

０万円とするものでございます。本補正予算の内容でございますが、歳出では、令和８

年度子ども・子育て支援制度施行に向けた電算機器・プログラム変更委託料を計上して

おります。一方、歳入につきましては、歳出の財源として国庫支出金を措置しておりま

す。 

 以上のとおり、本補正予算を提案するものであります。何とぞよろしくご審議の上、

ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、提案理由の説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 議案第２９号、令和７年度太子町一般会計補正予算（第４号）は、予算常任委員会に

付託いたします。 

 議案第３０号、令和７年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、議案第

３１号、令和７年度太子町介護保険特別会計補正予算（第１号）、及び議案第３２号、

令和７年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算の３件は、福祉文教常任委員会に付

託いたします。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１９、議案第３３号、太子町監査委員の選任について同意
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を求める件、これを議題といたします。 

 提案理由及び内容の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（田中祐二君） 議案第３３号、太子町監査委員の選任について同意を求める件の

提案理由を申し上げます。 

 現在、本町の監査委員に就任いただいています植木堅二氏におかれましては、本年９

月２０日をもって任期が満了いたします。つきましては、同氏を引き続き監査委員に選

任いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

 なお、任期につきましては、令和７年９月２１日から令和１１年９月２０日まででご

ざいます。 

 何とぞよろしくご同意賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議案第３３号は、会議規則第３９条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３３号は、委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３３号を原案どおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３３号、太子町監査委員の選任について同意を求める件は、原案どお

り同意されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２０、議案第３４号、太子町固定資産評価審査委員会委員

の選任について同意を求める件、これを議題といたします。 

 提案理由及び内容の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（田中祐二君） 議案第３４号、太子町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

て同意を求める件の提案理由を申し上げます。 

 現在、本町の固定資産評価審査委員会委員に就任いただいております大内壽和氏にお

かれましては、本年９月２８日をもって任期が満了いたします。つきましては、新たに

林達也氏を選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求め

るものであります。 

 なお、任期につきましては、令和７年９月２９日から令和１０年９月２８日まででご

ざいます。 

 何とぞよろしくご同意賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議案第３４号は、会議規則第３９条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３４号は委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３４号を原案どおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３４号、太子町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求

める件は原案どおり同意されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２１、議案第３５号、春日財産区管理委員の選任について

同意を求める件、これを議題といたします。 

 提案理由及び内容の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（田中祐二君） 議案第３５号、春日財産区管理委員の選任について同意を求める

件の提案理由を申し上げます。 

 この度春日財産区管理委員が令和７年９月３０日をもって任期満了となることに伴い、

地方自治法第２９６条の２及び春日財産区管理会設置条例第３条第１項の規定により議

会の同意を求めるものでございます。 

 なお、任期につきましては、令和７年１０月１日から令和１１年９月３０日まででご

ざいます。 

 何とぞよろしくご同意賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議案第３５号は、会議規則第３９条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３５号は委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。議案第３５号を原案どおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３５号、春日財産区管理委員の選任について同意を求める件は原案ど

おり同意されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第２２、議員提出議案第４号、大阪南部高速道路整備の早期

実現を求める決議案、これを議題といたします。 

 本件について、提案理由及び内容の説明を求めます。 

 中村議員。 

○１番（中村直幸君） 議員提出議案第４号、大阪南部高速道路整備の早期実現を求める

決議案について、原案の朗読をもって提案理由及び内容の説明とさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 大阪南部の当地域は、大阪府で数少ない高速道路の空白地帯になっている。大阪南部

高速道路が整備されれば、当地域と大阪都心や関西国際空港との接続性の向上だけでな

く、世界遺産を有する奈良県や和歌山県を含めた当地域の持つ歴史・文化財とのネット

ワークの構築に寄与し、地域全体の経済発展と地域振興につながるものと考える。 

 また、大阪南部高速道路整備事業が実現することで、国道１７０号、大阪外環状線の

渋滞解消、防災・震災対策としての道路ネットワークの向上、南河内圏内に第三次緊急

医療施設がなくなることに対する道路ネットワークがカバーされるなど、防災対策に多
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大な効果をもたらすものと考える。 

 このように、大阪南部高速道路整備事業は、「町をつなぐ」「歴史をつなぐ」「軸をつ

なぐ」をキーワードに、平時の大動脈、有事の道として一翼を担う極めて重要な役割を

果たすことにつながる道路整備であり、本路線は２０２１年、令和３年７月に、新広域

道路交通計画に調査中路線として位置づけられてもいる。大地震や豪雨災害など、近年

多発する大規模災害に備え、安全・安心なまちづくりを進める上で、大阪南部地域にも

たらす効果や役割の重要性を踏まえ、大阪南部高速道路整備を早期に実現することを求

め、決議する。 

 大阪府南河内郡太子町議会。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議員提出議案第４号は、会議規則第３９条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略

することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議員提出議案第４号は委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 それでは、採決いたします。 

 議員提出議案第４号を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立５名・反対４名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立５名、反対４名、賛成多数でございます。 

 よって、議員提出議案第４号、大阪南部高速道路整備の早期実現を求める決議案は、
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原案どおり可決することに決しました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 次に、日程第２３、請願第２号、中国製リチウム電池バス運行に

ついての住民説明会の実施を求める請願、これを議題といたします。 

 請願の紹介議員に説明を求めます。 

 西田議員。 

○４番（西田いく子君） 議案第２号、中国製リチウム電池バス運行についての住民説明

会の実施を求める請願について、ご説明いたします。 

 提出者は、露口博司氏、山田幸彦氏です。紹介議員は私、西田いく子、岡野秀子です。

その紹介議員として請願趣旨に沿って説明をさせていただきます。 

 件名、中国製リチウム電池バス運行についての住民説明会の実施を求める請願。趣旨、

万博後に導入予定の中国製ＥＶバスの運行経路は、太子町報にて案内はあるが、その他

の事項、現在、太子町内を走るのってこバスや金剛ふるさとバスの路線や便数の改善が

求められる中、そもそも上ノ太子から河南町まで走る路線が必要なのかとの声が多くあ

ります。 

 問題なのは、太子町の公共交通であるにもかかわらず、議会や住民の頭越しに大阪維

新が強引に推し進めていることです。このままでは、なし崩し的に導入されてしまいま

す。 

 よって、以下の点についての住民説明会の実施を求めます。 

 １、バスの台数は増えるのか。２、払下げは無償なのか有償なのか。３、運行本数は

増えるのか。４、無人運転なのか。インフラ整備、人件費、運転手報酬に関わるから。

５、初期投資や年間ランニングコストは幾ら計算しているのか。６、中国製リチウム電

池バスは危険であることは承知の上か。７、昨年１０月に住民からの問合せに決定事項

であるとの返事は本当か。８、その他。 

 以上、説明とし、提案するものであります。何とぞご審議の上、ご議決いただきます

ようお願いいたします。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、請願について説明がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 請願第２号、中国製リチウム電池バス運行についての住民説明会の実施を求める請願

は、総務まちづくり常任委員会に付託いたします。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 よって、会議を散会させていただきます。 

 なお、本会議の再開通知は省略させていただきますので、ご出席のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 本日はご苦労さまでございました。 

（午前１１時０４分 散会） 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、一般質問で本会議を再開させていただきましたところ、ご出席をいただき、あ

りがとうございます。 

 本日は全員出席していただいておりますので、本会は成立いたしました。 

 これより定例会を再開いたします。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程は配布しておりますとおりでございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１、一般質問を行います。 

 今回の一般質問通告者は、配布しております一覧表のとおり、７名の議員より通告を

受けております。 

 それでは、通告順に従いまして、順次発言を許します。 

 まず、１番目、岡野議員の質問を許します。 

 岡野議員。 

〔３番 岡野秀子君 登壇〕 

○３番（岡野秀子君） 議席番号３番、日本共産党、岡野秀子です。通告に基づきまして、

「こども誰でも通園制度」を保育環境の整備と充実に活かせについて質問させていただ

きます。 

 ２０２６年４月から日本が直面する課題である少子化対策を解消するための政策とし

て、こども誰でも通園制度が全ての市町村で始まります。子育て家庭の多くが孤立した

育児の中で不安や悩みを抱えており、支援を求める声もある中、全ての子どもたちの育

ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、

多様な働き方やライフスタイルに関わらない形での支援を強化するためと、政府が創設

しました。 

 ところが、既に試行的事業を進めている自治体や保育現場から問題点や不安の声が上

がっています。私は実際既に試行的事業を進めている自治体や保育所を訪問し、現場の

声を聞いてきました。その声を紹介します。生後６か月から３歳未満児を受け入れる乳

児が基本的生活習慣の寝る、食べる、排せつするなど、しっかりと生活できるためには、
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１日最低保育時間は４、５時間は必要です。２０２４年度の試行事業で、１回５時間、

給食ありの保育をしていましたが、２０２５年からのモデル事業では、１回３時間にな

り、母親の通院もできないと。また、遠くからの通園で保育時間が短くなり、希望者も

減っているとのことです。 

 現場の保育士にとって毎日が４月です。人見知り、親の後追い、慣れない場所で見知

らぬ保育者と過ごす子どもの負担、また、０歳から２歳児の事故のリスクが高い状況が

公表されており、子どもの安全を守り、安心して過ごせるようにと、試行錯誤の日々が

続いています。 

 また、様々な家庭、家族、子育てが見えてくる中、孤立した子育てをしている母親の

しんどさに気づきます。他の子どもの様子を見たり、保育士と話をし、初めて自分の子

どもの育ちが分かる母親もいます。子どもたちも保育の中で変わっていく姿が見られま

す。 

 ところが、３歳の誕生日を迎える前日までしか利用できず、施設や保育所に慣れ、生

活リズムができてきたところでやめなければなりません。子どもの成長、発達が途切れ

てしまいます。子どもの視点に立ち、安心感を持って過ごすには、定期利用を基本に、

保育の中で遊び、食べ、昼寝をするなどの日課をみんなと過ごす時間は必要ですと保育

士さん。 

 また、自治体職員からは、単価が低い上に、月１０時間分の補助しか出ないため、自

治体の持ち出しが多くなりますという声が上がっています。そして、申請のとき、対面

での面談は必須です。また、育ちの計画、記録の作成などの時間の保証はされるのでし

ょうか。こども誰でも通園制度であるならば、医療的ケア、障がいのある子どもの受入

れもしていただけるのでしょうかというような声や疑問が上がっていることはご存じで

しょうか。太子町では、本格実施に向けての対応、準備をどのように進めておられるの

かお聞かせください。そして、一時預かり事業とこども誰でも通園制度の違いについて

もお答えください。また、住民説明会を開くなど、太子町での保護者のニーズをつかん

でもらえないでしょうか。 

 以上、答弁をお願いします。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） こども誰でも通園制度は令和８年４月から国の新たな子

育て支援として全国一斉に始まるもので、就労要件にかかわらず、未就園児が月１０時
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間まで柔軟に通園できる仕組みでございます。子どもが家庭以外の環境で多様な経験を

積み、健やかな成長につながることを目的としております。 

 この制度は、一時保育とは異なり、保護者の急な事情に対応するものではなく、子ど

もの育ちに重点を置き、その子どもの発育、発達を促すための体験や、家族以外の大人

や同年代の子どもたちと触れ合う機会として、通園する未就園児のみを対象とした事業

であることが特徴となっております。 

 先行で実施されている自治体では、子どもの経験が広がった、保護者の孤独感が軽減

されたなどの肯定的な声がある一方、利用時間が短い、保育士確保が難しい、保育単価

が少なく、赤字が懸念されるといった課題も報告されております。 

 本町としても、実施に向けて、町内の保育園や幼稚園との意見交換を重ね、直営で実

施するとの判断に至ったものでございます。具体的には、町立幼稚園の１階フロア全体

を活用し、こども誰でも通園支援施設と常設の親子教室や相談窓口などを行う地域子育

て支援センターを設置した直営の複合型事業として実施する方向で現在準備を進めてい

るところでございます。複合型事業として実施することにより、成長が著しい０歳から

３歳未満児の子どもに対する通園施設の運営だけでなく、子育て全般にわたる相談窓口

機能やネットワーク機能を合わせることにより、切れ目なく、誰ひとり取り残さない子

育て支援体制の構築に努めてまいります。加えて、実施を予定しております保護者向け

のアンケート調査結果も踏まえながら、健やかな子どもの育ちに実りある施設運営に心

がけてまいります。 

 最後に、医療的ケア児や障がいのある子どもへの対応については、必要に応じて看護

師を含めた専門職の配置を検討してまいりたいと考えております。 

○議長（森田忠彦君） 岡野議員。 

○３番（岡野秀子君） ありがとうございました。 

 こども誰でも通園制度が町立幼稚園で実施されるということです。公立の良さを活か

し、誰もが安心して通うことができる子どもの育ちを見通した土台づくりとなるよう頑

張っていただきたいと思います。 

 これは答えていただきましたが、現在の一時預かり事業が、保護者の立場からの必要

性に対応するものに対し、新制度は、子どもを中心に考えるものだとの答弁でした。子

どもも保護者も保育の専門家や家族以外の人と交流しながら子育てできる環境の整備は

重要で、多くの保護者の要求でもあります。アンケートも取っていただけるとのことで
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すので、保育現場や関係者、保護者の声をよく聞いて、より良いものにしていってくだ

さい。よろしくお願いします。 

 また、一時預かり保育は、太子町では実施できていませんでしたので、他の自治体任

せではなく、太子町で実施するよう要望しておきます。 

 新たな施策を進めるに当たって心配なことはたくさんあります。乳児保育では、事故

のリスクが高くなっています。事故が起きた場合の保険や責任の所在を明らかにするこ

とが必要です。そして、保育士の処遇改善で安心安全な保育環境を保障することが、よ

り良い保育を進める上で一番の課題です。こども誰でも通園制度は、認可基準は緩く、

必要な保育従事者のうち、保育士は半分で良いとされています。乳幼児を事前の面談な

しに、保育士資格のない人が見ることが可能な仕組みです。保育士資格を持つ正規の職

員で保育士の配置基準の改善を国に求めてください。子どもも保育士もしっかり向き合

う時間が必要です。子どもの視点に立って、子どもが安心感を持って過ごすには、定期

利用を基本に、遊ぶ、食べる、午睡するなど、みんなと過ごす時間が必要です。月１０

時間で子どもが安心して過ごせるのでしょうか。このことが問われています。こども誰

でも通園制度は市町村が実施する事業ですが、政府が一方的に決めたもので、現在実施

されている、一時預かり事業の抜本的な拡充で応えるべきともいう意見も出ています。

こども誰でも通園制度は、市町村が事業所を認可しますが、実施場所は、保育所、認定

こども園などのほか、駅周辺など利便性の高い場所とされており、企業の参入も予想さ

れます。子どもの安全が保てるのか、強く危惧されます。 

 そしてまた、日本の保育士の配置基準は諸外国と比べて低く、保育士１人が見る子ど

もの数が多過ぎるのが現状です。そこに新たな子どもが短時間、日替わりで来るとなれ

ば、現場の負担は更に増します。アレルギーや発達状況など、必要な情報が把握されず、

命に関わる事故が起きかねません。慣れない環境に置かれる子どものストレスが懸念さ

れます。全ての子どもたちの育ちを応援するには、保育士の配置基準を抜本的に改善し、

専用の保育室を確保することが必要です。全ての子どもの成長を社会が支える施策、子

育てのための財源は、税金から国の責任で行うべきです。けれども、今回は、国民健康

保険、後期高齢者医療の補正予算でも述べましたが、公的医療保険から上乗せ徴収しよ

うとしています。それは絶対許せないことです。今後も保護者、保育現場の声、要望を

よく聞いて柔軟な対応を進め、太子町として、誰ひとり取り残さない、全ての子どもの

育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備するという本来の目的を忘れず、政府に
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対して、親の就労にかかわらず、国が責任を持つ保育施設に入れる体制をつくることを

求めるよう要望いたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（森田忠彦君） これにて、岡野議員の質問を終わります。 

 次に、２番目、松井議員の質問を許します。 

 松井議員。 

〔６番 松井謙昌君 登壇〕 

○６番（松井謙昌君） 議席番号６番、たいしにぎわう会の松井謙昌です。通告に基づき

まして、質問を行います。理事者におかれましては、適切なご答弁をお願いいたします。 

 令和７年６月に本町が所有する太子町大字春日２２３８番地、同じく２２３９番地の

土地２筆、登記地目はともに雑種地、面積にして、合計１千２４３平方メートルの購入

者の募集が行われました。 

 そこでまず、この２筆の土地についてですが、そもそもの取得に至る経過、元々の形

状、これまでの利活用状況、付近に別途町有地があるのか否かについてお答え願います。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） おはようございます。ご質問の春日の町有地につ

いて、元々の形状、取得までの経過、利活用などについて私のほうからご答弁申し上げ

ます。 

 ご質問の土地を含む春日大池より西側及び府道香芝太子線の南側の区域は、平成１４

年頃までは山ン谷川を中心とした谷あいで比較的小さな農地の集団と、里道、水路が複

雑に入り組んだ区域でございました。当時、その区域において、南阪奈道路整備工事で

発生する良質な残土を活用した土地改良法に基づく圃場整備事業が関係地権者の共同施

工として実施されました。事業は、区域全体を道路の高さまで埋め立て、山ン谷川の付

け替えなどを含む全体造成工事の後、地権者の持ち分に基づき換地処分が行われ、現在

の区画形状となっております。 

 当該町有地は、その換地処分の際、元々分散していた里道敷、水路敷を１か所に集約

し、道路敷、用悪水路として登記されたものでございます。整備後は、行政財産として

太子町が維持管理し、その間、公共工事に伴う資材等の仮置場や近隣観光施設の開園期

間中の駐車場など、一時的な賃貸借はありましたが、継続的な活用は行われておりませ

んでした。 

 一方で、当該地を含む区域については、南阪奈道路太子インターチェンジへのアクセ
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スが容易であることから、令和４年１０月に新たな産業として軽工業などの工場立地を

誘致し、雇用の創出、地域経済の活性化を目的とした太子町基準、提案基準２６－２を

大阪府の制度に則って策定し、現在、企業誘致を進め、既に１社の工場開発が許可済み

の状況でございます。この企業誘致に伴い、当該町有地についても、売払いに対する問

合せが多くなってまいりました。これを受け、町としても検討を重ねた結果、当該町有

地の持つポテンシャルを発揮し、地域の活性化と雇用の確保を実現させ、将来にわたり

高い経済効果を生み出すためには、民間の開発計画による事業活動が最も効果的である

と考え、売却することを決定いたしました。この区域には、当該地のほか、町有地は４

筆ございますが、全てその目的に応じて道路、用悪水路として利活用されている土地で

ございます。 

 以上です。 

○６番（松井謙昌君） ありがとうございました。 

 次に、太子町公有地売却に関する購入者募集要領の中に、１、趣旨として、売却に当

たっては、売却後の事業計画と買受け希望価格を総合的に評価し、最も優れた応募交渉

権者として決定する公募型プロポーザル方式により、売却事業者、以下事業者という、

を選定することとしましたと記載されております。選定方法としては、価格を重視して

入札方式とすることもあるわけですが、この度は、募集要領の記載にありますように、

公募型プロポーザル方式を採用されました。 

 本件土地周辺については、新たな産業を誘致することで、雇用の創出、地域経済の活

性化を図るために、工場の立地を目的とする太子町基準、提案基準２６－２を策定して

企業誘致に取り組んでこられたわけですが、本件町有地の売却に当たっても、地域の活

性化と雇用の確保が期待でき、将来にわたり高い経済効果を生み出し、ほかに波及効果

を及ぼすと認められる企業の進出を図るために、公募型プロポーザル方式を採用された

ことは理解いたします。 

 そこで、その中身についてですが、中身についてお伺いいたします。 

 まず、最低売却価格ですが、不動産鑑定はいつしかるべき期間でなされたのでしょう

か。提出された提案書類の評価は太子町公有財産管理委員会が行うとなっていますが、

どのようなメンバーなのでしょうか。また、優先交渉権者の決定は、この公有財産管理

委員会での選定結果を踏まえ、町長が優先交渉権者を決定するとなっていることから、

公有財産管理委員会の選定結果と町長の決定は同じということでよろしいでしょうか。
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この公有財産管理委員会は、募集要領の作成、すなわち募集方式や評価基準と配点の決

定に関わりを持っているのでしょうか。 

 次に、評価基準について伺います。評価基準は、事業計画点の配点が９０点、提案価

格点の配点が２０点の合計１１０点です。そして、事業計画点９０点の配点内訳として、

事業目的と基本方針が１０点、計画の実現性、継続性が２０点、地域活性化が２０点、

波及効果が２０点、事業実績が１０点、地域連携と周辺への配慮が１０点となっていま

す。この評価基準は、公募型プロポーザル方式による町有地売却の一般的な基準なのか、

それとも、この度の公募型プロポーザル方式による町有地の売却に限っての基準なのか

お聞かせください。 

 公募型プロポーザル方式によるとはいえ、２位の者の提案価格が優先交渉権者の提案

価格よりも２千９００万円高額でした。業者の提案価格は、いずれも最低売却価格以上

でしたが、貴重な町有財産の売却である以上、提案価格点の配点２０点が事業計画点の

配点９０点に対していかがなものかとの評価も含めて、お考えをお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 当該土地の売却につきましては、提案基準２６－２の指

定区域である点を踏まえ、売払い金額のみで決定する一般的な入札ではなく、購入を希

望する民間事業者の事業計画を総合的に評価し、最も優れた実現可能な提案を行った応

募者を優先交渉権者として選定する公募型プロポーザル方式を採用したところでござい

ます。 

 また、当該土地の価格につきましては、大阪府不動産鑑定士協会加盟の不動産鑑定士

により、令和６年１１月に鑑定評価を実施し、その鑑定評価額を最低売却価格とするこ

とで、売却価格が市場価格から逸脱することを防ぎ、適正な価格での売却となるよう努

めてございます。 

 今回、優先交渉権者の選定時の審査におきましては、工場立地を目的とした提案基準

２６に沿った事業提案であることを前提とし、新たな事業により、地域・経済振興、雇

用創出が見込めるか、また、工場建設や事業収益による固定資産税及び法人住民税の増

収により、将来にわたり安定した税収確保等の効果が認めるかなど、本町にとって長期

的な財源確保と地域経済の振興が見込める事業計画であることが評価のポイントとなっ

てございます。 

 また、公募型プロポーザル方式による土地売却は、売却後の事業内容に評価の重点を
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おいて実施するという性格上、価格に対する評価は、複数の評価基準の１つの評価項目

にとどまることが一般的となっております。 

 したがって、本町の評価基準における配点につきましても、単純な価格競争ではなく、

事業内容が主要な評価ポイントとなるため、提案事業の内容に比重を置いた配点となっ

てございます。 

 今回の土地売却に係る優先交渉権者の選定につきましては、提案に係る評価を副町長

及び部長職の計６名で構成された太子町公有財産管理委員会において実施し、同委員会

の選定結果を基に、本町としての優先交渉権者を最終決定いたしました。 

 また、募集要領や評価基準は土地売却事業担当課において作成し、同委員会は、提案

事業の評価のみを担ったところでございます。 

 当該区域は本町における企業誘致を目指す重点区域に位置づけられており、地域経済

に波及効果をもたらす事業展開が期待される区域となってございます。今後も民間事業

者や地域事業者との協力、連携を強化しながら、町の活性化や魅力向上に努めてまいり

たいと考えております。 

○議長（森田忠彦君） 松井議員。 

○６番（松井謙昌君） ありがとうございました。 

 本件売却地は、公共工事に伴う資材等の仮置場や近隣観光施設、これは観光ミカン農

園のことと存じますが、その開園期間中の駐車場などに利用されていたとのことから、

代替策のご検討や助言をお願いいたしますとともに、今後、募集要領にあります優先交

渉権者への売却に係る諸条件、土地利用に係る遵守項目の確実な履行の確認、並びにそ

の企業活動を見守っていただきますようお願いいたします。 

 続きまして、職員のうち、まず、非常勤職員の募集結果、採用についてお伺いいたし

ます。 

 町の広報たいしでは、ほぼ毎月非常勤職員を募集されています。令和７年１月号では、

任用期間が令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで、資格や免許を有する家庭相

談員をはじめとする非常勤専門職員を１８名、資格要件を求めない一般事務補助をはじ

めとする非常勤任用職員を２２名に加え、プラス若干名を募集されています。任用期間

に違いはありますが、同じように２月号で、専門職員と任用職員を合わせて３名、３月

号と４月号と５月号ではそれぞれ１１名ずつ、６月号で夏休み期間中の放課後児童会児

童支援員を若干名、７月号で３名、８月号と９月号でそれぞれ１名ずつを募集されてい
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ます。これらの中には、前の月に募集したが、応募がなかった、あるいは応募はあった

が、採用まで至らなかったので再度募集しているケースもあろうかと思いますが、募集、

面接、採用事務手続きまでを含めて必要な人員確保には多大な労力がかかっていると推

察いたします。 

 そして、これらの間に、正職員の募集があったり、また、今年は国勢調査が秋に実施

されることから、その統計調査員の募集まで加わってきています。これら募集に対する

応募、採用が確保できなければ、その分職員に負担がかかったり、業務に支障が生じる

ことにもなりかねません。 

 そこで、過去に採用した非常勤職員について、本人の了解を得た上で、近隣市町村を

含めた人材バンク登録のようなものをつくり、お互いに情報提供し合えるような仕組み

をつくられてはどうでしょうか。先ほど申しましたように、７月号以降の募集人員が落

ち着いてきたことからすると、必要人員は確保できているように思いますが、実際のと

ころ、令和７年４月以降の円滑な業務執行に必要な人員は確保できているのでしょうか。 

 次に、正職員の４月採用については、令和５年度より、太子町、河南町、千早赤阪村

が受験資格を統一の上、採用試験を共同で実施されていますが、採用実績はどのような

状況でしょうか。また、町単独と思いますが、７月号では１０月１日採用で保健師を募

集されていますが、状況はいかがでしょうか。併せてお伺いいたします。 

○議長（森田忠彦君） 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 太子町非常勤職員の採用等について私のほうからご答弁

申し上げます。 

 会計年度任用職員は、地方公務員法の改正に伴い新設された非常勤職員の制度で、令

和２年から導入され、従来の非常勤職員、臨時職員、パート職員が会計年度任用職員へ

と移行されました。本町における正職員と会計年度任用職員の雇用実績につきましては、

令和７年７月１日現在、職員数２２７人中、正職員は１２３人、雇用日数が週３日以上

の会計年度任用職員は１０４人となってございます。令和７年度に新たに雇用するため

に行った会計年度任用職員の募集につきましては、町の広報紙やホームページだけでは

なく、より多くの人の目に留まるよう、ハローワークや専門職専用の応募サイトにも求

人情報を出しております。その結果、資格や免許を要する専門職員は、募集人員１９人

に対し１８人を、資格要件を設けない一般事務補助職員は、募集人数３５人に対し３５

人を採用し、必要な人材の確保は概ねできてございます。更に、本年１０月から実施さ
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れます国勢調査に必要な統計調査員につきましても、所要の人員を確保できております。 

 また、会計年度任用職員の雇用に係る登録につきましては、本町単独では行っている

ものの、現時点では本町を含めた近隣市町村合同での人材バンク登録制度は設けており

ませんが、今後の課題として、情報交換等を行っていきたいと考えてございます。 

 次に、正職員の確保についてでございますが、令和５年度より、太子町、河南町、千

早赤阪村の３町村が受験資格等を統一の上、採用試験を合同で実施し、人材の確保に努

め、令和７年度までは予定採用人数を確保し、また、単独で行いました令和７年１０月

採用の保健師につきましても、既に採用試験は終了し、予定していた人数の採用を決定

してございます。更に、人材確保が難しい技術職員につきましては、令和７年１２月に

大阪府の咲洲庁舎で開催されます、府と府内市町村が合同で実施する公務員技術職業務

説明会におきまして、本町も河南町、千早赤阪村と合同でブースを出展し、説明や質疑

応答を行う予定としてございます。 

 会計年度任用職員、正職員のいずれにいたしましても、人材を安定的に確保していく

ことは行政運営に不可欠であり、今後も採用に対する工夫や近隣自治体との連携等を視

野に入れつつ、必要な人材確保に努めてまいりたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 松井議員。 

○６番（松井謙昌君） ありがとうございました。 

 非常勤職員につきまして、専門職員、任用職員ともほぼ確保できていて安心いたしま

した。これからも非常勤職員の確保は難しくなっていくように思いますので、近隣市町

村ともども人材バンク登録のようなものについて調査研究していっていただければと考

えます。また、正職員も予定どおり採用できているとのこと、これからもご努力いただ

きますようお願いいたします。組織は何といっても人が一番大事であります。１０月か

ら育児休業制度も改められ、より利用しやすくなると思います。正職員、非常勤職員と

もに、意欲的に仕事がしやすい職場環境づくりに取り組んでいっていただきますようお

願いいたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（森田忠彦君） これにて、松井議員の質問を終わります。 

 次に、３番目、中村議員の質問を許します。 

 中村議員。 

〔１番 中村直幸君 登壇〕 
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○１番（中村直幸君） 議席番号１番、自民党会派の中村でございます。通告に基づきま

して、質問を行います。理事者各位におかれましては、明快なるご答弁のほどをお願い

いたします。 

 まず、１問目ですが、山本家住宅（叡福寺前）の有効活用の進捗状況についてお尋ね

をいたします。 

 令和５年２月、山本家より寄付の申し出があり、同年１０月、建物及び土地の寄付が

正式に受けられました。その後、地域活性化施設としての活用を基本に検討が進められ、

現在は文化財関係の行政財産として位置づけられていると理解しております。活用方法

については、庁内で検討が行われ、株式会社ＮＯＴＥが手がけるＮＩＰＰＯＮＩＡ事業

に関する協議も進められていると思われます。更に、観光業法の緩和や文化財保護法の

改正を背景に、全国的に分散型ホテルや古民家活用の取組が広がっている状況も踏まえ、

本町としても有効な活用が期待されるところであります。 

 また、前回３月定例会においては、期待大きく、まずは山本家住宅の有効活用に向け

た調査を着手し、進められていると思われます。そのようなご答弁をいただいていると

ころですが、以下について、本町の現時点での進捗状況を改めて確認させていただきま

す。 

 １番目が、山本家住宅の活用に向けた庁内検討の現状と、これまでに得られた具体的

な成果について、２番目として、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業に関する協議の進展状況、また、

企業化に向けた今後の見通しについて、３番目が山本家住宅を第一歩として、今後、第

２、第３の資源活用や町全体のまちづくりへどのように展開していくのかお答えをいた

だきたいと思います。 

○議長（森田忠彦君） 教育次長。 

○教育次長（東條信也君） 太子旧山本家住宅のご質問についてご答弁申し上げます。 

 初めに、国登録有形文化財である太子旧山本家住宅の寄付受入れの経緯や当該財産の

有効活用の検討に係る庁内体制と検討状況、また、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業の事業化に向

けたポテンシャル調査の必要性等については、本年２月の議員全員協議会と３月定例議

会の一般質問で、ご説明とご答弁を申し上げたところでございます。 

 まず、１点目のこれまでの庁内検討の現状と具体的な成果についてでございますが、

太子旧山本家住宅の有効活用にあたりましては、関係各課の課長を中心とした山本家住

宅有効活用検討会議を設置し、全庁的に検討を進めてまいりました。 
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 また、丹波篠山市や伊賀市における古民家活用事例の現地調査やヒアリングを行い、

地域資源をまちづくりに活用する手法についての知見を得るとともに、宿泊や飲食等を

組み合わせた古民家施設の活用イメージを組織全体で共有できたものと考えてございま

す。 

 次に、２点目のＮＩＰＰＯＮＩＡ事業に関する協議状況と今後の見通しについてでご

ざいます。 

 株式会社ＮＯＴＥに委託して行いました、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業に係るポテンシャル

調査の結果報告が本年５月末にあり、本町のエリアポテンシャルは、現時点において直

ちに事業化に進める段階ではないというふうに判断してございます。調査報告において、

太子旧山本家住宅や大道旧山本家住宅をはじめとする町内の古民家などについては、地

域資源の可能性が高く評価されている一方で、飲食や物販店舗の不足や地域の担い手の

確保、また、町独自の特色を活かした戦略といった、このような課題が明らかになりま

した。更に、宿泊目的地として成立させるためには、近隣市町村を含めた広域的な連携

や施策展開が必要であるとの指摘も受けてございます。株式会社ＮＯＴＥからは、今後

の事業展開に向け、町全体の利活用の方針づくりとなりますエリア全体計画の策定や地

域の機運醸成や地域プレーヤーの発掘につながるセミナー及びワークショップの開催な

ど、様々な業務提案をいただいているところでございます。 

 今後、当該事業を具体化していくためには、まちづくりの中心となる地域プレーヤー

に加え、スポンサーなど民間事業者の協力が不可欠であることから、これらの支援体制

の構築が最優先であると考えてございます。 

 続きまして、３点目の今後の地域資源の活用とまちづくりの展開についてでございま

す。今年６月に、役場近くの古民家をリノベーションしたイタリアンレストランが開店

され、個人による古民家活用の動きも見られる中、教育委員会といたしましても、太子

旧山本家住宅の活用を第一歩とし、面的に事業展開をすることが重要であると考えてお

り、今後も空き家対策をはじめとする地域活性化施策や観光振興策との連携を図りなが

ら事業展開を進める必要があると認識してございます。 

 いずれにいたしましても、現状では維持管理に留まっております太子旧山本家住宅に

ついて、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業での事業展開は元より、その他の民間事業者による利活

用も視野に入れ、多様な活用方策を検討し、町全体の活性化に向けた検討を進めてまい

りたいと考えてございます。 
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 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 中村議員。 

○１番（中村直幸君） ありがとうございました。 

 答弁をいただいた中に、やはりＮＯＴＥさんにお願いした報告のみのように私は聞け

ました。やはり、本町としてのスタッフをちゃんとまとめて、それに向かう力が欲しい

なというふうに思っておりますので、その点について、議会中でもあります、９月の定

例会中でもありますけれども、やはりこれから進んでいくにはやはり予算等々も必要だ

ろうと思っております。また、そういったことも踏まえて議会のほうにもそういった動

きについてのアナウンスもいただけると期待しております。 

 しかし、予算をついてからということになると、また大きな事業になると思います。

進む上において、やはり教育委員会だけでは荷物が重過ぎると私も考えております。町

全体としてどういうふうに動いていただけるか。これについて町長からご答弁をいただ

きたいと思います。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（田中祐二君） 私のほうからご答弁をさせていただきます。 

 ご質問のポテンシャル調査、初期調査の結果概要につきましては、町としましても、

教育委員会に限らず、全庁的な取り組みであるとの認識に基づき、町としての方向性を

整理、検討した後、議員の皆様に報告し、ご意見をいただく予定とさせていただいてお

ります。ただ、先ほどご答弁にも申し上げましたように、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業につき

ましては、ただ宿泊制度一つ作ればそれで事業が完成する、また、うまくいくとかいう

ようなものではございません。非常に面的な部分が多いということで、その評価の中で、

先ほど答弁にもありましたように、今すぐ事業化を進めれる状況にはないということで

ございます。当然、本町もそういう認識でございまして、相手方もそういう認識である

ので、すぐには進めることは難しいのかなというふうに私思っております。 

 しかし、私自身も丹波篠山市のほうにもお伺いして町並みも拝見してまいりましたし、

ご意見も徴取をしてまいりました。また、個人的に宿泊もさせていただきましたし、非

常にＮＩＰＰＯＮＩＡ事業が展開できれば、本町の雰囲気も変わる、また、空き家等の

対策にもなる、そういった様々な面で有効な非常に魅力ある事業であるということには

変わりがないということでございます。そういった中で、今現在進めるだけのいわゆる

構成要素というんですかね、アイテムがまだまだ不足しておるということでございます
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ので、まずはそちらのほうをしっかりと本町のほうでつくっていくと。そのこと自身が

本町にとっての活性化にもつながるというように考えております。その上で、あとはど

こに向かっていくのか、また、ＮＩＰＰＯＮＩＡ事業に行くのかというようなことがあ

りましたら、また、議員の皆様、また、住民の皆様にご意見を伺いながら進めていけた

らなというように私は考えております。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） 中村議員。 

○１番（中村直幸君） ありがとうございました。 

 非常に難しい事業であるとは私自身も認識しておりますが、やはり町の１つの事業を

進めていくという力をどれだけ示していただけるかということを確認させていただきま

したので、ありがとうございました。 

 続きまして、２問目ですが、夏季の地震発生時における避難所の暑さ対策及び非常用

電源の確保について、これについてお尋ねをいたします。 

 本町を含む日本各地で、冬季の地震、大地震や豪雨災害に対する避難所についてはあ

る一定の備えは進んでいると思われます。しかし、本年、ロシアのカムチャッカ半島付

近で、この７月３０日に発生した地震で津波の警報が出ました。全国で一時ですけれど

も、２００万人以上の避難指示が出ました。酷暑の中、野外や高台や冷房のない避難所

に身を寄せた人も多く、認知症の搬送も相次いだと新聞は伝えておりました。 

 過去の災害の教訓から、各自治体は冬場の避難所対策を進めていましたが、暑さへの

備えは十分ではありませんでした。対応が急務だと思っております。災害時には町内の

学校体育館や公民館など、避難所として開設されると思いますが、真夏に地震が発生し

た場合、避難者は長時間密集した空間で過ごすことを余儀なくされます。近年の猛暑を

考慮すると、エアコンの有無、電源の確保は命に直結する重要な課題が迫っていると私

は思っております。 

 つきましては、以下について、町の見解を伺います。 

 避難所施設における冷暖房の整備状況、その中に、現在町内で指定避難場所における

エアコンの設置率はどの程度でしょうか。特に学校体育館など、大人数が避難する施設

への整備計画について伺います。大阪府の公立小中学校の体育館などの冷房施設の設置

率は４９.８％、約半分が整備されているという数字も出ております。 

 次に、非常用電源の確保についてですが、停電発生時において、エアコンや照明など、
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最低の電力を供給するための非常用電源や蓄電池の整備状況はどうでしょうか。 

 また、３番目として、高齢者や乳幼児など熱中症リスクの高い避難者への対応、その

中にも、夏季の災害時に、特に弱者となる高齢者や子どもに対して、どのような優先順

位を行うのか。それと、熱中症というのも、本来これだけの暑くなるというのは、今ま

で私も経験したことがないんですけれども、やはり熱中症という被害も、災害の１つだ

というふうに思っておりますので、一時的に冷房管理を確保するクーリングシェルター

としての活用を検討されているんでしょうか。 

 以上、この点についてお尋ねをいたします。 

○議長（森田忠彦君） 政策総務部長。 

○政策総務部長（小角孝彦君） 下記の地震発生時における避難所の暑さ対策及び非常用

電源の確保について私のほうからご答弁申し上げます。 

 太子町地域防災計画における地震発生時の条件は、過去に発生した災害等を基に、最

も被害が大きくなる季節、時刻を想定した国や府の計画などに合わせて、冬の夕刻で想

定しております。しかし、近年、台風や線状降水帯の発生による豪雨等の夏の自然災害

が頻発しており、災害が１年を通していつ発生するか分からない状況となっております。 

 まず、１点目の避難所施設における空調設備の整備状況についてでございますが、町

が所有する指定避難所は万葉ホール、幼小中学校、地区集会所など１２か所ございます。

現在、空調設備が整備されていない施設は、小中学校体育館の３施設をなっております

が、令和８年度にはこの３施設に空調設備を整備する予定となっており、全避難所に整

備されることとなります。 

 次に、２点目の非常用電源の確保についてでございますが、災害による停電発生時は、

各避難所の電気設備は、避難所の機能維持と避難者の安全安心な生活にとって不可欠と

考え、発電機やポータブル電源等を配備しております。また、エアコンや照明を稼働で

きるような大規模な非常用電源につきましては、先ほど申し上げました小中学校３施設

で、国の補助金を活用し整備する予定となってございます。それ以外の場所においては、

災害はいつ発生するか分からないため、緊急的な対応として配備している設備を活用し、

スポットクーラーの稼働を想定してございますが、能力には限りがございます。そのた

め、避難所及び役場庁舎など重要施設へ優先的に電力供給を回復するため、電力会社と

の連携をより一層努めるとともに、避難者の方々が施設にかかわらず、より良い環境で

健康の維持ができるよう努めてまいります。 
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 ３点目の高齢者や乳幼児などの熱中症リスクの高い避難者への対応についてでござい

ますが、夏季における災害発災時の熱中症となる危険性が高くなる理由としましては、

停電や断水、水や食料の不足、避難生活の疲労や睡眠不足が考えられます。近年の夏の

日中は酷暑となるため、熱中症のリスクが高い高齢者や乳幼児の健康確保のため、空調

設備を整えるように調整し、稼働させるよう努め、特に健康被害が生じる恐れがある場

合には、一時的な避暑、暑さをしのぐ場所として、臨時の休憩所等を設けるなど、空調

間環境の確保に努めてまいります。また、災害級の暑さとして熱中症特別警戒アラート

が発生された場合、冷房設備を有する公共施設や民間の店舗などが一時的に避暑場所と

して開放する施設をクーリングシェルターとして、町では９月に役場１階の緑の回廊と

生涯学習センター２階交流館の２か所を指定しております。住民の皆様にはホームペー

ジで周知を行ってございます。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 中村議員。 

○１番（中村直幸君） ありがとうございました。 

 地震についても、いつ来るか分からないという状況の中で、やはり第２次の被害者を

出さないように、努力していただきたいと要望しておきます。よろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

○議長（森田忠彦君） これにて、中村議員の質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩といたします。再開は１０時４５分。お願いします。 

（午前１０時３０分 休憩） 

                                       

（午前１０時４５分 再開） 

○議長（森田忠彦君） それでは、再開いたします。 

 次に、４番目、西田議員の質問を許します。 

 西田議員。 

〔４番 西田いく子君 登壇〕 

○４番（西田いく子君） 通告に基づきまして、１問目、子ども医療費の無料化を求めて

質問いたします。 

 少子化が問題になりながら、自公政権はまともな対策を講じてきませんでした。結婚

しない、結婚したがらないから、個人に責任があるかのように言いますけれども、結婚
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するかしないか、子どもを産むか産まないかは、国が決めることではありません。しか

し、産み育てられる環境をつくることは政治の責任です。労働法制の規制緩和による人

間らしい雇用の破壊、教育費をはじめ、子育てへの重い経済的負担、ジェンダー平等や

子どもの権利が守られない人権後進国の遅れた実態など、暮らしと権利を破壊する自民

党政治がこの国を子どもを産み育てることに希望の持てない社会にしてしまったことが

少子化の最大の要因です。 

 ６月４日に厚生労働省が発表した、去年１年間に生まれた日本人の子どもの数は６８

万６千６１人で、統計を取り始めて以降、初めて７０万人を下回りました。また、１人

の女性が産む子どもの数の指標となる合計特殊出生率は去年１.１５となり、これまで

で最も低くなっています。国が根本的な政策を打ち出せない中、それぞれの自治体では、

様々な子育て支援策、子どもたちが健やかに育つ環境づくりを打ち出しています。太子

町では、学童保育が、町が責任を持って町営で運営されています。学校給食の無償化に

も踏み出しました。保育の無償化を目指し、今、国基準以上の対象拡大を進めていると

ころです。３５人学級実施、学校のトイレ改修、教室にはエアコンが設置され体育館へ

の設置も決まっています。児童が遊ぶ公園の遊具は、公園の大小にかかわらず、計画的

に遊具が更新されていっています。子どもの医療費助成も、他自治体に比べて、１８歳

まで医療費助成に踏み切ったのも早く、子育て支援、子どもたちに対する環境整備では、

府内でもトップクラスではないかと思ってはいます。 

 しかし、子どもの医療費助成は全国で年々充実が進んでいます。子どもの医療費に対

しては助成ではなく、無料が増えているのが現実です。こども家庭庁調査によると、２

０２４年度の子ども医療費助成の窓口負担０市町村は７３％で、２０２５年度は更に増

える見込みだということです。大阪府の子どもに対する施策は本当に貧しく、子ども医

療費に対して、全国最低レベルで、就学前まで所得制限あり、一部自己負担ありになっ

ています。このような大阪府の状況にあり、長く府内市町村のどこの自治体も、対象年

齢や所得制限、通院・入院で区別するなどの様々なやり方ありましたけれども、子ども

医療費助成のままで、無料の自治体はなかったわけです。 

 ところが、高槻市が医療費の完全無償化を実施することで、子育て中の保護者の経済

的な負担軽減を図り、子どもたちの健やかな成長を支える取り組みを強化していくこと

を掲げ、２０２５年４月から大阪府内で初めて子ども医療費完全無償化に踏み出しまし

た。給料が上がらない中、物価上昇は止まりません。教育費は本来無償であるはずなの
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に、大学まで通わせようと思えば、教育費が家計を圧迫します。お金の心配なく医療を

受けさせてあげたい。これは親の切実な願いではないでしょうか。高槻市が子ども医療

費を無償化するための令和７年度予算額は２０億４千５３３万７千円だそうです。太子

町で現在１８歳までの医療費助成を実施している中で、決算額で、子どもの医療費助成

事業で４千８１０万８千１８０円です。１８歳までもし無償にするにはあとどれだけ予

算が必要だとお考えでしょうか。答弁をお願いいたします。 

 府内でもトップクラスの子育て支援策を進めているとは思っているのですけれども、

子育て環境の充実を掲げる太子町として、トップクラスではなく、子育てをするなら太

子町、大阪一を目指し、子ども医療費無償化の実施に足を踏み出すことを求めます。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） 子ども医療費の無料化について私のほうからご答弁申し

上げます。 

 本町の子ども医療費助成事業は、小学校就学前で所得制限内の家庭の子どもを対象と

する大阪府の乳幼児医療費助成制度に加え、所得制限を設けることなく、１８歳までの

全ての子どもを対象に実施しております。制度内容は、１医療機関当たり１日５００円

の一部自己負担額で受診でき、同一の医療機関での一部自己負担額は月２回が限度とな

っております。 

 また、複数の医療機関を受診された場合は、一部自己負担額の上限は月２千５００円

までとしております。 

 ご質問の子ども医療費の一部自己負担額の無償化に必要となる財源でございますが、

令和６年１月から１２月の実績では約８７６万円の新たな財源が必要となります。一方、

大阪府に対しては、大阪府町村長会を通じて、対象年齢を１８歳までの引上げと所得制

限の撤廃を要望しているところでございます。また、令和７年４月には、高槻市が府内

で初めて子ども医療費の完全無償化を実施したと承知しており、こうした近隣市の動向

や国・府における予算の拡充の動きについても注視してまいります。 

 なお、国では、子どもにとってより良い医療の実現、限られた医療資源の適切な配分

を目指すとの考えを示しており、本町といたしましても、真に必要な医療を適正に受診

していただくことが重要と考えており、子育て世帯の負担軽減策は横断的かつより効果

的な子育て支援策の充実に努めてまいりたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○４番（西田いく子君） ありがとうございます。 

 大阪府内で２番目に子どもの医療費無料化に踏み切るというお考えはないようですけ

れども、財源が一番大きいのかなとも思います。国民皆保険制度の下で高額の保険料を

納めているわけですから、本来、本来は国が制度として、子どもだけではなく、全ての

国民の命を守るために、医療費無料化を実施すべきです。 

 しかし、今の自公政権の下で、残念ながらそうはならない中で、市町村から子どもの

医療費負担を何とかしようと、医療費無償、医療費助成が始まってきました。今では、

全都道府県で何らかの形で実施されており、それだけ必要とされている制度となってい

ます。群馬県、鳥取県では、県が１８歳まで完全無償化を実施しています。国に求める

と同時に、全国最低クラスの大阪府に対し、助成ではなく、完全無償化を府として実施

するよう強く求めてください。 

 先ほど部長のほうからもありましたけれども、今年４月２８日に大阪府市長会、大阪

府町村長会連名で、吉村大阪府知事宛てに大阪府乳幼児医療費助成制度等の拡充につい

て要望書が提出されています。乳幼児医療費助成制度の対象者について、１８歳到達年

度まで拡充してほしい。乳幼児医療費助成制度における所得制限について、入院、通院

とも撤廃してほしい。大阪府新子育て支援交付金を拡充するなど、地域の実情に応じた

子育て支援に必要な財源を確保してほしい。こういった要望をされています。そりゃそ

うです。大阪府はあまりにも子育て支援に対して背を向け冷たい態度を取っているから

です。もちろん太子町の町長はこの要望書と同じ思いだと思います。要望書の趣旨は、

国が教育費無償化をすることにより、大阪府で２５０億円ほど財源が浮くので、それで

子ども医療費の拡充をしてほしい、そういうお金もあるじゃないかと、財源があるとい

うことを根拠を持って要望しているわけです。ぜひ市長会、町村長会、力を合わせて、

大阪府にまともな子ども医療費に対する支援策を取れと要望し、国や大阪府の出方を待

つだけでなく、太子町で無償化を実施するのに必要額、先ほどおっしゃっていただきま

した、１年間で８７６万円とのことです。高槻市に続き、無償化に踏み出すことを求め

て、この質問は終わります。 

 続きまして、２問目二上山の景観を守ること、このことをまとめて質問させていただ

きます。 
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 町のプロフィール、ホームページを開きますと、いろいろ書いて、町の東にラクダの

背のような美しい姿でそびえている二上山は、太子町のシンボルとも言える山です。二

上山のことを説明し、かつてはフタカミヤマとも呼ばれ、万葉集にも歌われるなど、数

多くの歴史のエピソードに彩られた山として知られています。太子町の歴史もまさにこ

の二上山から始まりました。二上山が町のシンボルであり、太子町の歴史が二上山から

始まりました。こう書かれています。それだけ太子町の代名詞にもなる二上山の景観が

どんどん変わっていっていることを皆さんご存じでしょうか。お隣の奈良県では以前か

ら問題視されており、日本共産党の県会議員、香芝市議会議員が議会で度々質問もして

います。太子町からも、土が盛られたピラミッドのような山が姿を現しています。香芝

市の住民さんだけでなく、太子町でも、どんどん高くなっていって二上山が三上山にな

ってしまうんじゃないか、こういった声が聞こえるようにもなってきています。以前、

この前の道を通ると果樹園をつくるかのような看板が出ていましたが、今はその看板も

なくなっています。一体、奈良県香芝市ではどんな開発がされているのでしょうか。水

質・大気汚染など環境への問題はないのでしょうか。 

 随分前になりますが、香芝市で一体何をしているのかという匿名の封書を日本共産党

議員団がもらったこともあって、その当時の担当部長に尋ねたこともあったのですけれ

ども、そのとき、奈良県のことは分からないとの返事でした。その当時と比べようもな

いほど盛土が大きくなり、山のようになって、姿を現しています。関心がないでは済ま

すことはできません。大阪府や太子町は、この場所でどのような開発がされているのか、

知っているのでしょうか。住民の方からも、あそこで何をしているのかという問合せが

私のほうにもあります。太子町のシンボルである二上山が変わっていくことに太子町と

して心配していないのでしょうか。二上山の景観保全、環境保全に対して、どのように

考えているのか答弁をお願いいたします。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） ご質問の場所について奈良県香芝市に確認したと

ころ、山から砂利などを採取する採石場として奈良県の許可を受けている事業所でござ

います。 

 山から取り出された土砂を破砕、選別し、それぞれ製品として搬出しております。そ

の工程において発生する土砂について、採石法並びに奈良県林地開発許可制度の手引に

基づき、区域内の土砂堆積場に堆積処理され、その後、山林として復元を図ることを基
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本方針として、順次緑化する計画と聞いております。 

 また、同じ場所で産業廃棄物中間処理事業についても許可を受けており、コンクリー

トやアスファルトの廃材などの産業廃棄物を受け入れ、再生加工製品、リサイクル材と

して再生し搬出しております。いずれも関係法に基づき事業を進められていると聞いて

おります。 

 この場所は、金剛生駒紀泉国定公園区域内の第２種特別区域で、金剛・葛城山麓景観

保全区域にも該当し、自然公園法及び景観法などの法令に規定された行為を行う場合は、

法令に基づいた許可または届出が必要となる場所でございます。これらに違反した場合

は、許可権者である奈良県において原状回復命令など必要な対応が行われるものと考え

ております。 

 ご質問にあります、もう一つの山というのは、この２つの事業で発生した不要な土砂

を安定勾配で堆積処理したもので、本町からも場所によって高く見えることがあります

が、実際は、二上山よりも低いものとなっております。 

 令和６年８月には、採石法に基づき、砕石の採取計画の認可変更に伴い、奈良県から

事業地である香芝市に対し意見聴取が行われ、香芝市より許可条件を遵守するだけでな

く、計画に変更が生じる場合は、変更申請を行うとともに、周辺環境に配慮し、景観計

画と現地での相違が生じないよう指導を求める意見書が提出されております。 

 また、噴煙や下流域の河川の水質など環境面におきましても、事業に伴う環境保全措

置の実施状況や事後調査が事業者により実施され、その結果について奈良県の承諾を受

け、自社のホームページにて公表されております。香芝市におきましても、下流河川で

の水質検査や大気汚染の検査も実施されており、いずれも環境省の定める基準を満たし

ており、問題がない旨を市議会にて報告されております。当該事業地は奈良県域ではご

ざいますが、二上山は本町にとって大切なランドマークであり、その美しい環境は太子

町の財産でございます。よって、他人事ではございませんが、本町といたしましては、

まずは許可権者である奈良県や香芝市において適切な対応が行われるよう、それぞれの

動向を注視してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○４番（西田いく子君） ありがとうございます。 

 二上山より低ければいいのかという問題じゃなくて、本当に山がだんだんだんだん高
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くなって、中々会社としてやってはるところやし、県も見ているし、香芝市も見ている

し、法に基づき進めていると思いますけれども、違反した場合は、それは元に戻さなあ

かんとかいうのがあるんやったら、でも、本当に心配しているので、中々よその県にま

で物は言えませんけれども、立入検査を頻繁にしていただきたいなとか、言えることが

ありましたら、ちょっと一言添えていただきたいなと思います。 

 二上山は太子町にとってのシンボルですけれども、香芝市の市民憲章では、二上山が

シンボルとうたわれているそうです。景観も環境も、奈良県民にとっても、大阪府民に

とっても大切な財産です。隣の県のことだから知らなくていいという姿勢にならないよ

うに、私たちの二上山、太子町の住民の方の健康を守るために力を尽くしてもらいたい

と思います。 

 香芝市では環境汚染が問題視されているんです。排水が流れる竹田川沿いの畑では、

数年前に、稲が育たなかったという作物被害が発生しています。竹田川上流に水生動物

がいなくなりました。流れ出る真っ赤な水が田んぼに流れ込み、驚いた住民が水質検査

を依頼したところ、専門家による排水河川の水質調査では、環境基準を超え、有機汚染

物質の濃度が非常に高い値を示したそうです。ここ、採石場で動いてるのであれば、特

に問題ないかもしれませんけれども、産業廃棄物中間処理施設です。この中間処理施設

を操業しているこの会社で働いていた労働者から、廃棄物の処理中にマスクをしていて

も息ができないほど異臭がした。中間処理場なのに、最終処理場に運び出したことが一

度もないなどの生々しい告発もあったそうです。また、夜間に白煙が出ていると消防署

に度々通報があったそうで、周辺では、黒い灰が降ってくるため洗濯が干せないなど、

健康被害につながらないか、住民の不安が高まっています。 

 太子町には、香芝市のように竹田川のような直接盛土からの流れてくる汚水が流れ込

む川がないそうですけれども、大気中に含まれる有害物質が町内に流れ込む心配はあり

ます。日本共産党の山下芳生参議院議員当時が、この二上山の盛土について国会の環境

委員会で質問したところ、早速、環境省が奈良県に働きかけ、水質検査を奈良県が実施

する方向で検討するとの返事があり、実際に調査が入ったとのことです。本当に奈良県

であり、香芝市であり、国が大きく動いていただくことが必要だと思っています。 

 また、２０２１年７月に熱海市伊豆山土石流災害では違法盛土の崩壊が災害を拡大さ

せた原因となっています。この見た目がもう三上山とも言われる盛土は本当に大丈夫だ

と言えるのでしょうか。太子町の歴史もまさにこの二上山から始まりました。このプロ
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フィールに書かれています。この二上山が二上山でなくなっていいのか。後世に伝える

ことが私たちの代で途切れていいのか。景観を守る、この大切なこと、これを私たちが

実施するかどうか。このことが問われています。ぜひ大阪府とも協力し、積極的にこの

開発についての情報を奈良県や香芝市、国から入手し、これ以上の景観破壊が進まない

よう申入れを行うなど、行動を起こすことを求めて、この質問を終わります。 

 最後、３問目です。住民の声に応える町政運営を、これについて質問いたします。 

 町長は所信表明で、住民と共に歩む住民本位の町、この章で住民の皆さんの声を直接

聞くことは町政運営にとって非常に重要であり、欠かせないものと考え、１期目から引

き続きタウンミーティングなどを行い、住民の皆様との直接的な対話を推進してまいり

ますと、こう述べられておりました。 

 しかし、タウンミーティングは住民の要望に基づいて議題が考えられているのではな

く、町が、聞きたい、知りたいことが議題になっているように感じます。住民の皆様と

の直接的な対話を推進していきたいのであれば、どんどん住民説明会をタウンミーティ

ングの数を増やすなど、開くべきだと思います。 

 住民の声を聞いていないんじゃないかと思われる１点目。今議会で、住民の方から、

中国製リチウム電池バス運行についての住民説明会の実施を求める請願が出されていま

す。採決は最終本会議になりますけれども、とてもシンプルな請願で、ただただ、今現

在、広報たいしでしか触れられていない大阪関西万博閉幕後に行う自動運転バスの実証

実験がどうなっているのか、私たち住民に説明してほしい。こういった内容の請願です。

この請願にも書かれていますが、私たち議員も広報でしか知る由もなく、説明がないま

まに来ていることなので、住民さんからどうなっているのでしょうかと尋ねられても私

答えることができません。ぜひこの請願が採択され、住民説明会を実施してもらいたい

と思っています。ただ、説明を求める前に、そもそも電気自動車バスが太子町の公共交

通として必要なのか。必要だとしても、上ノ太子駅から河南町の大宝に行きたい、こう

いった声が住民からあったのか。ここがさっぱり分かりません。なので、お尋ねいたし

ます。電気自動車バスを走らせることは、太子町が要望したことなのでしょうか。また、

電気自動車バスを走らせることについて、会議を持つとか、話合いはあったのでしょう

か。答弁をお願いいたします。 

 住民の声を聞いていないなと思う２点目。６月議会で松井議員からも南河内基礎自治

機能充実強化協議会について質問があり、太子町の将来、地域の未来のことについて、



－５８－ 

何よりも住民の皆さんの理解がなければなりません。住民の皆さんの理解促進につなが

るよう取り組んでいたいただくことをお願いしておられました。未来協議会や強化協議

会の中身を理解してもらう前に、これも議会に知らせることなく、突然始まったもので

すから、いつどこで誰が決めて今日に至っているかをまず説明してもらいたいものです。 

 しかし、松井議員が広報活動を求めていたにもかかわらず、９月２７日にシンポジウ

ムを太子町の万葉ホールで開催すると決まっていたにもかかわらず、私は太子町会議員

をさせていただいておりますけれども、大阪狭山市会議員に教えてもらわなければ知ら

ないままでした。確かに９月広報、これをよくよく読めば、広報に掲載されていました。

しかし、議会に対して、それで事が足りると思っていたのでしょうか。詳細が決まって

なかったからというようなお話もありましたけれども、この広報９月号にはＱＲコード

がついていますし、それを見れば、十分内容を知ることができました。なぜ知らせたく

ないのか。本当に不思議です。 

 では、お尋ねします。南河内地域２町１村未来協議会発足から南河内基礎自治機能充

実強化協議会に至った経過を改めて教えてください。南河内基礎自治機能充実強化協議

会をつくることを主導したのは太子町なのでしょうか。太子町の希望なのでしょうか。

また、大阪南消防組合の構成団体を考えたら、ここに藤井寺市や柏原市が入っていても

おかしくないなと思うんです。だから、そこいくと、大阪狭山市は違うんじゃないかな

と思います。広域行政で考えてみれば６市町村で行っていますから、今度はなぜ羽曳野

市が入っているのかとも思います。いろいろ組合せはあると思いますけれども、その中

でも富田林市、羽曳野市、河内長野市、大阪狭山市、この４市に限って加わってほしい

とお願いをしたのは、太子町が考えてのことなのでしょうか。答弁をお願いいたします。 

 住民の声を聞いていないなと思う３点目、道の駅です。近つ飛鳥の里・太子について

お尋ねします。３月議会でも一般質問で取り上げました。町長はその際、拡張ありきで

はなく、議論を重ね、今後どうしていくかということをしっかりと進めていきたいと答

弁いたしました。住民の声を聞くアンケートでもされましたでしょうか。住民さんから

何も私のほうには耳に届いていません。少なくとも議会では議論が進んでいないわけで

すから、何も、これがどうなっているのかが分かりません。検討委員会を立ち上げると

言いましたが、立ち上げに際しては、議員にも加わってもらいたいというような話もあ

りましたが、検討委員会をつくる、そのような打診があったようにも議長からお聞きを

していません。一体今どのような状況になっているのでしょうか。電気自動車バスも南
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河内基礎自治機能充実強化協議会も道の駅も、全てこれも所信表明にありましたけれど

も、大阪府との連携を密にして施策を推進しながら、とあるように、大阪府主導で進め

られているように思うのですけれども、これだけ大阪府と一緒になって連携しているの

であれば、これらの施策に対して太子町職員さんが少ないわけです。万博もありますか

ら、用事で手が取られて疲れてはるんです。更に、この大阪府が進めようとしているこ

とに対して、職員さんも付き合わされるわけです。連携を求めてくる大阪府からは、求

めてくるからにはね、やっぱりお金が頂けるかなと思うんです。一体幾らこれらの事業

に対して太子町にお金が入ってきているのでしょうか。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議長（森田忠彦君） 地域活性化推進担当部長。 

○地域活性化推進担当部長（堀内孝茂君） 初めに、大阪関西万博２０２５で導入されて

いる自動運転バスについては、万博閉幕後のレガシーとしての活用を視野に入れ、大阪

府が主体となり、慢性的な運転手不足や南河内地域における金剛バスの事業廃止といっ

た喫緊の交通課題を踏まえ、広域的な観点から、南河内地域における新モビリティ導入

を検討されてこられました。 

 具体的には、これまで大阪府と大阪メトロが新モビリティ導入検討協議会を立ち上げ、

自動運転バスの実証実験に向けた取り組みについて協議を進められたものでございます。

本町にとっても住民の新たな交通手段と捉え、機運醸成などに取り組んできたところで

ございます。 

 次に、南河内基礎自治機能充実強化協議会については、６月定例会の松井議員の一般

質問に対して答弁させていただきましたとおり、昨年１２月に開催した令和６年度第２

回未来協議会での議論を受け、太子町長、河南町長、千早赤阪村長が大阪府と共に、富

田林市長、河内長野市長、羽曳野市長、大阪狭山市長に南河内地域２町１村未来協議会

の取り組みの説明を行いました。その上で、新たな協議会を設置し、近隣市を含めたよ

り大きな枠組みで将来の在り方や将来課題への対応策について幅広い検討や議論を深め

ていきたいとの意向をお伝えし、参加を働きかけた結果、羽曳野市、大阪狭山市から賛

同いただき、両市と２町１村、大阪府を構成員とする南河内基礎自治機能充実強化協議

会を本年４月２５日に設置したところでございます。 

 次に、道の駅近つ飛鳥の里・太子の機能強化につきましては、機運の高まりを確認し

ながら、タイミングを逃すことなく速やかに進めることができるよう、関係部署におけ
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る調整会議を実施するなど、課題整理や庁内調整を行っているところです。 

 また、市町村が持続的、安定的に行政サービスを提供していくための体制整備や行財

政基盤の強化への取り組みに対する大阪府からの財政的な支援としては、市町村振興補

助金があり、令和６年度は、大阪南消防組合による消防の広域化の取り組みや近隣市町

村との協働による地域公共交通の確保に係る取り組みなどと合わせて、南河内地域２町

１村未来協議会での検討や、採用試験の共同実施などの具体的な取り組みに対して、同

補助金６千５５０万円の交付を受けているところでございます。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○４番（西田いく子君） ありがとうございます。 

 大阪府が主導でバスのほうは進んでいるということですし、南河内の基礎自治機能充

実強化協議会についても、大阪府が主導しているのかなという感じです。道の駅が少し

分かりにくかったんですが、これまでの経過の中で大阪府と一緒になってということも

あったと思います。全てに大阪府が絡んでいるというのは明らかなと思います。 

 大阪府主導でバスのほう進んでいますけれども、太子町としては、新たな交通機関と

してということで、何か前向きに捉えておられますが、実証運行した後、この後どうな

るのか。実証運行が成功するかどうかまだ分かりませんけれども、その後、富田林市の

土木の方ですが、どうなるんですかというのを会議のどこかの場で、この後はバトンタ

ッチしますと。バトンタッチされるということは、お金どうなるのかなということもあ

りますし、新たな交通機関、住民さんが望んでいるのは、河南町の大宝に行きたいとい

うことなんですか。もっとルートを増やしてほしいとか、バスの料金を下げてほしい。

これが声だったのと違いますでしょうか。誰と相談しながら、誰と議論しながら考えて

いるのか、少なくともそこに議会は入ってませんよね。もうこれをいつも問いかけてい

るんです。誰とに、住民はいません。本当に住民代表で私はここに立っていると思うん

ですけれども、議員がいません。全て太子町から、太子町が望むことから始まっている

のではなく、大阪府発案で始まっているからこういうことになっているんじゃないでし

ょうか。今回、南大阪基礎自治機能充実強化協議会に肝心の富田林市が加わらなかった

ことで、大阪府が進めようとしている将来的な合併の絵が描きにくくなっていないでし

ょうか。河内長野市は６月議会で、市長さん変わったところですので、皆さんから選ば

れ続けるまちづくりを目指そうと言っているこの瞬間に、たとえ合併の調査研究という
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１項目であったにせよ、論点として行われる協議会に参加するということは、やはり市

民の皆さんに合併も視野に入れているのかなと誤解を招きかけない。だから、今この時

点で参画するのは適切じゃないと断ったそうです。 

 富田林市の６月議会の一般質問で、この強化協議会の参加打診はあったのか、また、

打診があったなら、どのような経過だったのか。富田林市でも問われておりまして、吉

村市長は２月１７日に大阪府市町村局長及び２町１村の町が訪問してきたと。訪問目標

は、本市にも、富田林市にも構成メンバーとして参加してもらいたいという要請でした

と。ここで答え出なかったんでしょうね。改めてこの２５日に、今度は大阪府市町村局

長、この方だけ。町長は行っておられないんですよね。本市を訪問された際に、本市と

しては、富田林市ね、新たな協議会が広域連携を目的とした枠組みであれば、参加の意

向ではあるが、市町村合併を検討するためのものであれば参加できない旨をお伝えしま

した。こうおっしゃっております。参加しないと判断をした理由については、平成の大

合併の時期に比べて、合併特例債の廃止や普通交付税における合併算定替の適用期間短

縮など、国による財政支援制度が大幅に縮減されており、現行制度では合併後の住民サ

ービスの低下、住民サービス低下するとおっしゃっています。市の財政負担の増加が避

けられないと考えている。過去に本市、富田林市及び２町１村の枠組みで合併協議が不

調に終わった経過を踏まえると、地域住民の中に、富田林市民の中にその機運がない状

況において、富田林市が前のめりになって合併の検討を進めることは適切ではないとの

答弁です。地域住民の中に合併の機運がない状況。だから、市長は参加しなかったと。 

 では、太子町には、地域住民の中に合併の機運がある。こうお考えなのでしょうか。

私は、住民にもなければ、この庁内にもないと思います。この庁舎内ね。合併のメリッ

トがない、吉村市長の言うとおりだと思います。広域行政で十分ではないでしょうか。

当初思っていた、富田林市も、河内長野市もというところの地図から、肝心の富田林市

が入らない、河内長野市も入らない。大阪狭山市は入ってますが、飛び地のようになっ

ておりまして、大阪維新の会派以外の全議員が、この協議会参加を決めた市長に対して

苦言を呈する要望書上げています。 

 また、お隣の山入端市長は、太子町、河南町、千早赤阪村と合併するメリットを聞か

れたとき、合併を前提とした議論は行われておりません。そうおっしゃって、回答は差

し控えさせていただきますと回答を避けています。このような状況で、南河内基礎自治

機能充実強化協議会は、この先、順調に進むのでしょうか。 
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 更に、大丈夫なのでしょうかと思うことに、吉村知事が副首都ビジョンの推進を強く

打ち出し始めたことです。吉村知事は、南河内で泉州で合併のことで話を進めていきた

いように思うのですけれども、この副首都ビジョンの推進でね。協議会では将来的な合

併を目指して話が進められています。このことと、副首都ビジョンの推進との関連性、

これはどう考えればいいのでしょうか。答弁をお願いいたします。 

 大阪府は、太子町の職員さんよりも、私たちの議会議員よりも、住民さんよりも太子

町のことを熟知しているから太子町のこと一つひとつに関わってきているんだとお考え

なのでしょうか。大阪府が太子町を動かしているように感じるこの状態について、地方

自治を尊重して町政運営をしているとお考えなのでしょうか。太子町の主役は住民さん

です。住民福祉の増進が今この場にいる私たちに求められています。太子町を守り発展

させるために、住民さんの声を聞き、意見を聞き、反映をさせる、この考えがおありな

のでしょうか。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議長（森田忠彦君） 副町長。 

○副町長（村岡 篤君） お答え申し上げます。 

 副首都ビジョンと南河内基礎自治機能充実強化協議会との関連性についてでございま

すが、副首都ビジョンには、町村などの基礎自治機能の充実強化が記載されております

が、南河内基礎自治機能充実強化協議会は、先ほど答弁させていただきましたとおり、

それぞれの首長におけるご議論等、これを踏まえて発足したものと認識しております。 

 また、本町では、何よりもまず、住民の暮らしを第１に考え、住民の代表である議会

の皆様、住民の皆様の声、また、地域の実情を踏まえ、本町が自ら判断し、責任を持っ

て施策の推進に取り組むことが大切であると考えてございます。 

 一方、急激な人口変動の中、将来にわたって効率的で持続可能な行政運営を構築して

いくには、本町単独では解決が難しい課題も多ございます。こうした課題に対しては、

近隣市町村と施策を推進するとともに、大阪府の持つ専門的な知見、広域的な視点によ

る支援を得ながら取り組むこと。これは肝要なことと考えております。 

 これらの取り組みは、むしろ住民の生活の質の向上や将来にわたる地域の持続可能性

を確保するためのものであると考えてございまして、今後も、住民の代表である議会の

皆様や住民の皆様の声をしっかりと伺い、住民に寄り添った姿勢を大切にしながら、

様々な形で取り組んでまいりたいと考えてございます。 
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○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○４番（西田いく子君） ありがとうございます。 

 住民の声を聞くとおっしゃられましたので、一番分かりやすいのは今請願出ています、

聞いてほしい、説明してほしい。これ早速住民説明会を実施していただけたら、請願が

通ろうが通るまいが、太子町として聞く姿勢を持っているとおっしゃいましたので、す

ぐ実現することかなと思ってちょっと期待しております。 

 責任持って施策の推進することが大切。そのとおりです。大阪府の知見、それはもう

十分お借りいたしましょう。お金がなくたって、知恵をいっぱいもらうということは大

切です。でも、大阪府はそういった市町村の困り事に対応することに専念すべきです。

大阪府の仕事、これを自治体に肩代わりさせることは改めるべきです。東京都が首都だ

というなら、大阪は副首都、こう争うのであるんでしたら、東京都のように、子ども医

療費無料化を進めるための財源を都が持っていますから、大阪府が責任を持つべきです。

口を出さずに予算をつけて、自治体が自治体本来の仕事、住民福祉の増進のために働け

る大阪府、このことを大阪府に求めてください。 

 お金のほうも入ってきているような話もありましたけれども、本当に国の特別交付金

と一緒で、一体ほんならどのことに、バスに対して何百何十何円入っているのか。そう

いった細かいことも分からないじゃないですか。ぶっ込みの中で、頂いていると言われ

ても、ちょっと分かりませんので、できましたら、細かな内訳を教えていただけたらと

思いますので、それは要望しておきます。 

 第６次総合計画策定に向けてアンケート調査を取っておられます。それを見ています

けれども、太子町の住民さんは本当に太子町が好きだと思うんです。便利さには欠けま

すけれども、ここに来ているのはやっぱりこの環境であったり、人とのつながりだった

りと思うんです。ですから、本町のまちづくりに対する満足度を問うと、比較的満足度

が高かった施策は、消防・救急の体制整備、これは大阪南消防になって本当によかった

なと思います。大きくなって、救急に行く時間が短縮されたと思う。議会で説明もされ

ておりましたので、まず、それを住民さんは実感されているんだと思います。安心して

子育てができる環境整備、大阪ナンバーワンとは言いませんけれども、本当に、５本の

指に入るぐらいには、子育て施策できる環境が整っていると思います。また、健康づく

りに取り組みやすい環境整備などがありました。もうこれも本当に福祉がすごく細かな

ことをやってくれて、介護保険でも予防で力を現していますし、住民さんに目に見えや
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すい環境整備が進んでいるんだと思います。この利点、今後も大いに活かすべき点だと

思います。 

 一方で、反対に不満と答えた人が多かった施策は、バスなど公共交通機関の便利さ、

向上への取り組みが不満です。身近で必要な医療サービスが受けられる環境整備、これ

も不満です。買い物など日常生活の利便性向上への取り組み、これも不満です。これが

目立ちましたと書かれています。自動運転バスが走ったら便利さが向上するんでしょう

か。だから、住民さんが望む便利さ向上のためのバス、ここから出発してなかったら、

上ノ太子から河南町大宝に行けるバスができたら便利さにつながるとは、決してそうな

らないと思うんですけれども、私の考えを否定する結果が出てきたらいいかなと思うん

ですけれども、本当、バスについては、もっともっと丁寧に考えていただきたいと思い

ます。 

 この不満の声にどう向き合い、住民さんに満足してもらえる太子町政をつくるのか。

これが町政運営に求められているのではないでしょうか。今でもやっぱり公民館無料だ

ったのに、何で太子の森は有料になったの、貸館になったの、子どもにも減免もなく、

何でという声はあるんです。こういった声も聞きましょうよ。聞く耳を持つとおっしゃ

いましたから。ここですこやかで元気に暮らせるまちづくり、また、支え合い、安心し

て暮らせるまちづくり、活力と魅力にあふれる個性豊かなまちづくり、豊かな自然、歴

史とともに育つ誇りあるまちづくり、みんなで歩む協働のまちづくり、これを太子町で

進めようと思っておられるわけじゃないですか。太子町が合併でなくなってしまったら、

これら今抱えたまちづくりが望めるわけではありません。太子町を良くしたい、住み続

けたい、こう思う太子町政を進めるためにも、多くの住民さんの声を聞いて、町政運営

を進めていただきますよう強く要望いたしまして、私の一般質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（森田忠彦君） これにて、西田議員の質問を終わります。 

 次に、５番目、斧田議員の質問を許します。 

 斧田議員。 

〔２番 斧田秀明君 登壇〕 

○２番（斧田秀明君） 議席番号２番、しなが会、斧田秀明でございます。通告に基づき

まして、質問させていただきます。今回は、高齢社会が抱える今日的課題についての質

問です。理事者におかれましては、適正なご答弁をお願い申し上げます。 
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 まず、１問目ですが、障がいをお持ちの方や高齢の方に対する生活支援として、ごみ

収集の支援について、福祉、環境の両面でお聞きいたします。 

 全国的に３人に１人が高齢者となり、今後ますますその率は右肩上がりとなっており

ます。いわゆる超高齢社会を迎え、日常生活を支える行政サービスとして、こうした社

会状況、生活環境を多面的に捉え、早め早めに手を打っておくことが必要ではないかと

考えます。具体的な課題がいろいろあります。通院などに必要な公共交通手段、各種届

出等の手続き、生活用品・食料品の買い物、収集日のごみ出しなど、どれを取っても生

活をしていく上で必要な滞らせることのできない事柄であり、どれも行政サービスとも

直接関わっています。中でも、今回の質問は、ごみの収集に関して太子町の考えをお聞

きしたいと思います。 

 本町では可燃ごみ、粗大ごみから瓶・缶類まで、全てのごみ収集について決められた

場所に集積する制度となっています。しかしながら、それらのごみを指定された時間ま

でに、集積場まで持っていくことが困難なお年寄り世帯があります。また、障がいのあ

る高齢者世帯、老老介護をされている方についても同様に、毎週のごみ出しに困ってお

られます。地区によって時間差はありますが、早い地区では８時までにごみを出さなけ

ればなりませんが、集積場まで遠く、重いごみ袋を運ぶことが難しいというお話をよく

耳にします。ごみ袋を持ったまま転倒しそうになったり、時間に間に合わなかったり、

非常に苦労されています。中には、要介護の認定を受け、ヘルパーさんに来ていただい

ている方もおられますが、頼みの事業所のヘルパーさんもごみの収集時間に合わせては

来てくれません。近隣の方やボランティアの方に毎週のごみ出しを頼むのも負担になり

ますし、そこまで日常生活の面倒を頼むことは、正直はばかられることとなります。た

まに手を借りる親切を受けることがあっても、地域の善意に依存はできません。住み慣

れた地域で暮らし続けるために、地域のみんなで助け合うことが大事です。 

 しかし、ごみ出しのような日常的な軽度の生活援助はみんなの善意、助け合いだけで

は乗り切れることは難しいと思います。近隣では、千早赤阪村で令和７年６月より、高

齢者などごみ出しが困難な人に対して、可燃ごみや粗大ごみ、資源ごみなどについて、

戸別収集を始めたと聞いております。これから迎える高齢者社会を見据え、太子町とし

てどのように支援を考えられているのか。当局の考えをお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） 高齢者などへのごみ収集支援について、私のほう
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からご答弁させていただきます。 

 本町では、一般廃棄物処理基本計画に基づき、家庭から出されるごみ等の廃棄物につ

いては、決められたごみ集積所に出していただく、いわゆるステーション方式を採用し

ており、収集運搬については、一般廃棄物処理業の許可を受けた業者に委託しておりま

す。そのような中、本町におけるごみの収集に関して、地域包括支援センター開催の町

内ケアマネジャー連絡会では、ケアマネの方々から、ごみ出し時間である早朝に対応す

ることが困難であるとの意見もあり、また、地域の福祉的な課題を話し合う会、ＳＡＳ

ＡＥ愛でも、高齢者から所定のごみステーションにごみ出しすることができないという

声をよく聞く、行政が戸別収集すべき、近所で助け合う必要があるなどの意見が寄せら

れております。 

 ご質問にもありましたように、近隣では、千早赤阪村において、ごみ出し困難な方に

対し、委託業者が週１回、戸別にごみを収集するふれあい収集を今年度から開始しまし

たが、家族やホームヘルパー、ご近所の方などの協力がある方は対象外ということもあ

り、９月現在でも８件の申込みと聞いております。 

 また、ごみを玄関前まで出していただく必要もあり、委託業者も建物内まで入ること

はできないため、家庭内でのごみの分別、収集及び玄関までの運び出しが困難な方に対

しては対応ができない状況となっております。 

 本町でも、戸別収集については、高齢者等の負担軽減を図ることができる方策の１つ

として過去からもご要望がございましたが、収集作業の増に伴う経費の増加や個人情報

に関する問題、道路事情により収集車が通行できない地域への対応など、慎重に検討し

なければならない課題もあり、現段階では戸別収集方式は採用できない状況にあります。 

 現在、家庭ごみを指定されたステーションに運び出すことが困難な方に関しましては、

身近な方の助けによりごみ出しができているのではないかと思われますが、高齢化が進

んでいく中では、いずれ立ち行かなくなるのではと危惧しております。 

 この問題については、環境、福祉両部門どちらか一方だけでなく、双方が協力するこ

とが必要と考えており、今年度にも両部門合同で会議体を立ち上げ、現状確認や各部局

の持つ課題を整理し、合理的かつ持続可能なごみ出しの方法について検討を進めてまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 斧田議員。 
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○２番（斧田秀明君） 実は、私も職員時代にこの問題に関わったことがありますが、そ

のときも、単に戸別収集に切り替えることで全てが解決することはなかったと記憶して

おります。やはり、福祉部局、環境部局とが連携し、知恵を絞り、きめ細かなごみ収集

の方法として方策を探るべきと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、２問目の民生委員・児童委員の一斉改選についての質問に移ります。 

 今年は全国の民生委員・児童委員の任期満了に伴い、同時に改選される制度で、地域

福祉の向上を目的としていると聞いています。 

 まず、民生委員・児童委員の役割は何なのか、教えてください。民生委員・児童委員

の成り手が少なく、厳しい状況であることをマスコミなどで聞いていますが、大阪府内

の他の自治体の状況はいかがでしょうか。 

 そして、太子町の民生委員・児童委員の独自の取り組みはないでしょうか。あれば教

えてください。 

 そして、今年迎える一斉改選の太子町の状況はいかがでしょうか。太子町としてこれ

から超高齢社会を迎えるにあたり、民生委員・児童委員とともに地域共生社会をつくり

上げることについて、町長の答弁を求めます。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（田中祐二君） 民生委員・児童委員に関するご質問にお答えをいたします。 

 民生委員・児童委員は、民生委員法に基づき厚生労働大臣の委嘱を受け、地域福祉の

担い手として、全国で約２３万人が活動していただいております。民生委員・児童委員

の主な役割を大きく３つに整理いたしますと、１つは、見守りと相談機能です。高齢者

の独り暮らしや子育て家庭、障がいのある方など、地域で見過ごされがちな支援を必要

とする方のサインを見逃さず、気づきを与えるということです。 

 ２つ目は、生活支援と福祉制度の案内、連携です。困っている人に対して適切な制度

や支援を案内し、必要に応じて自治体の担当部署や関係機関につなぐ橋渡しを行います。 

 ３つ目は、地域の安全安心を高める取り組みとなります。防犯防災、子どもの見守り

活動、育児、教育環境の充実に向けた活動を通じて、誰もが住み良い社会の実現を目指

すという役割でございます。 

 そして、本町の委員の方の状況といいますと、定員は３１名に対し、現在３１名の委

員が就任中でございます。約７割が女性で、各々が住まいの地域を持つことにより、町

内全域をカバーしていただいております。また、年々増加する独り暮らしの高齢者世帯
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などを民生委員１人で担当することが困難な場合もあり、地域住民である協力員のサポ

ートを得られる体制づくりを積極的に進め、民生委員の負担軽減に取り組んでいること

は本町の特色と言えます。 

 委員の任期につきましては、３年となっているため、３年おきに全国で一斉改選が行

われますが、就任に際しての特別な要件・資格といったものは必要ないものの、就業、

子育て、介護などの理由で、成り手不足による欠員数が増加しており、本年１２月の改

選前ではございますが、大阪府内の状況報告によりますと、多くの自治体で欠員が生じ

る見込みとなっております。 

 そんな中、先日開催されました民生委員推薦会により、本町は現在より１名増の３２

名全員の推薦に目途が立ち、その充足率は１００％を維持できる見通しであることに、

保護者の方は元より、推薦にあたりご協力をいただいた多数の地域の方々に深く感謝を

申し上げます。 

 少子高齢化が進む現状において、高齢者、障がい者、子育て世帯が抱える様々な問題

が顕在化しております。民生委員・児童委員は日頃から住民の声を拾い、家庭の状況や

地域のニーズを最も早く把握できる第一線の担い手となります。行政といたしましては、

今後も地域共生社会の実現に向け、地域の声を聞きながら、福祉基盤を強化する施策を

進めてまいります。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 斧田議員。 

○２番（斧田秀明君） ご答弁ありがとうございました。 

 少子化や核家族化による地域のつながりが薄れる中、高齢者や障がいのある方、子育

てや介護している方などが、周囲に相談できず孤立してしまうケースが増えています。

そこで、地域の身近な相談相手として必要な支援を行うのが、民生委員・児童委員の存

在です。大阪府内では定数に満たない状況の中、本町では充足率が１００％を維持でき

るということは本当にすばらしいことだと思います。 

 しかし、簡単に民生委員・児童委員が決まったわけではないと聞いております。太子

町においても厳しい状況は変わりません。地域が持つ力は、超高齢化社会の進行ととも

にますます厳しい状況になっています。１問目のごみ収集についても同様です。先ほど

町長の答弁でも述べていただきましたように、地域共生社会の実現に向け、地域の声を

聞きながら福祉基盤を強化する施策を進めていただくことをお願いいたしまして、質問
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を終わらせていただきます。 

○議長（森田忠彦君） これにて、斧田議員の質問を終わります。 

 それでは、ここで、暫時休憩といたします。再開は１時。よろしくお願いします。 

（午前１１時５０分 休憩） 

                                       

（午後 ０時５９分 再開） 

○議長（森田忠彦君） それでは、再開いたします。 

 次に、６番目、䭜本議員の質問を許します。 

 䭜本議員。 

〔５番 䭜本博之君 登壇〕 

○５番（嚨本博之君） 議席番号５番、公明党、䭜本博之です。通告により一般質問をさ

せていただきます。理事者におかれましては、適切なご答弁をよろしくお願いいたしま

す。 

 １問目、人間と動物の共存について質問させていただきます。 

 これまでも人間は自分たちの物差しで生活してきました。人間の居住空間が広がれば、

当然のことのように、動物たちの区域が狭くなります。人々が行ってきた行動により、

動物の生態系は変化せざるを免れませんでした。 

 また、近年の気候変動などで、これまで、山にいた動物が人里に下り、農作物などを

荒らし、人と遭遇し被害をもたらす事例が増えています。 

 しかし、地球上で暮らすにあたり、人と動物が共生することは必要不可欠であり、避

けて通ることはできません。人間が勝手に動物の生活区域に入り込んでも、また、動物

によって人の生活が脅かされることを放っておくこともできません。人間と動物が互い

を尊重し、ともに持続可能な関係を築いていくことが求められます。この共生社会を実

現するためには、動物の生態や本能、習性を理解し、過度な接触や不適切な管理を避け

ることが重要であります。また、動物との適切な距離の確保、そして環境全体への配慮

が求められます。 

 野生動物の共存とともに、愛玩動物との共存も、大切で新たな問題も発生しています。

昔は仕事の延長上で動物を飼育していましたが、人々の暮らしが豊かになるにつれて、

生活に癒やしを求め、ペットを飼う家庭が増えました。ペットの飼育には、飼い主の飼

育義務が大切になります。しかし、飼い主の状況変化やペット側の問題などで飼育が困
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難になり、ペットを手放すこともあります。その際、次の飼い主や預け先があれば問題

ないのですが、残念ながら野外に放たれてしまう場合もあります。現在、飼い主のいな

い犬猫の総数は２２８万匹おり、そのうち野良犬が約２万５千匹、野良猫は約２１８万

匹と推計されています。野良犬より野良猫の数が増える理由に、猫の高い繁殖力が挙げ

られます。猫は１年に２回から４回出産し、１回に２頭から８頭の子猫を産みます。１

頭の雌猫が１年後に２０頭以上、２年後に８０頭以上に増えると言われています。野良

猫問題には、かわいいから、かわいそうだからという人間の身勝手な行為が背景にある

ことは間違いありません。野良猫の数が増えると、地域環境への悪影響や不幸な命の増

加、そしてそれらに対する人間側の葛藤や対立など、多岐にわたる社会問題になります。

解決には、地域住民と行政、そして、さくらねこＴＮＲ事業などのボランティアが連携

した不妊去勢手術による繁殖抑制と適切な管理が有効となります。町でもさくらねこＴ

ＮＲ事業に参加しています。幾つかのボランティア団体も立ち上がったと聞いています

が、さくらねこ無料不妊手術事業行政枠の現状はどのようになっていますか、お聞きい

たします。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） 人間と動物の共存、地域猫活動、さくらねこ行政

枠の現状について私のほうからご答弁申し上げます。 

 さくらねこ無料不妊手術事業は、公益財団法人どうぶつ基金が推進する事業で、飼い

主のいない猫に不妊手術を実施することで繁殖を防止し、一代限りの地域猫として、飼

い主のいない猫に関する苦情や殺処分の減少に寄与する活動として行われているもので

ございます。この事業に行政が参加登録することで、さくらねこ無料不妊チケットの交

付を申請することができ、町内で活動するボランティア団体の方に再分配することがで

きます。 

 本町としても、町内の野良猫の繁殖抑制とともに、地域における猫との共生環境の整

備を図るため、さくらねこ無料不妊手術事業に参加登録し、令和３年１２月の開始から

令和５年度末まで、延べ６つのボランティア団体の協力により総数１０４頭の不妊手術

が行われてまいりました。 

 しかしながら、令和６年度においては、２団体に対し１１枚の無料チケットの交付を

行いましたが、残念ながら手術の実施には至りませんでした。これは、不妊手術におい

てご協力をいただいておりました八尾市の動物病院において、本事業における協力病院
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を辞退されることになったことや、これまで本町において保護猫活動を実施していただ

いた団体が諸般の事情により活動を休止されたことが要因と考えております。さくらね

こ活動の現状につきましては、地域住民やボランティアの方々が自主的に活動していた

だいていることから、その状況を把握することは難しい面もございますが、無料チケッ

トをご案内する折には、可能な範囲で情報収集や連携に努めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） ご答弁ありがとうございました。 

 動物病院の協力辞退などでボランティアの方々にご迷惑をおかけしています。現在の

協力病院が遠方にあるそうです。今後も近隣で新たな協力病院を開拓していただけるよ

う呼びかけをよろしくお願いいたします。 

 地域住民やボランティアの方々が地域猫活動を懸命に行っていただいていることを感

謝申し上げます。しかし、地域猫活動の在り方について、様々な考え方があるようです。

地域に住んでいる全員が猫好きなわけではありません。家の周りに猫がいることを不快

に思う方もいるでしょう。地域猫活動に当たって、地域に理解してもらうことが必要で

す。地域猫活動とは、猫を愛護しましょうという考えだけでなく、地域で発生する被害

を減らしましょうという活動です。活動内容は多岐にわたります。捕獲機などを使い、

野良猫を捕獲し、動物病院で不妊去勢手術を受けさせ、もとの生息場所に戻すＴＮＲ活

動の実践や、特定の場所で指定の容器に餌を与え、餌を置きっぱなしにせず、片づけも

行うことで、他の動物の誘引や衛生面の悪化を防ぎ、餌やりの適正化を図ります。 

 また、猫用トイレの場を提供し、清掃を定期的に行い、清潔な環境で排泄をすること

で、猫のふん尿による被害を防ぎます。活動の内容や目的を理解してもらうため広報活

動をするなどがあります。 

 また、町により行われているさくらねこＴＮＲ事業の参加により、捕獲した猫の不妊

去勢手術費用はかかりませんが、手術をしてくれる病院までの交通費、手術後の猫のケ

アや餌代トイレに関するものなど、ボランティアとはいえ、かなりの経費を自己負担さ

れているのも事実です。 

 地域との合意形成の困難さ、労力、費用の負担、そして結果が見えるまでにかかる時

間の長さ、以上のことから、地域猫活動を続けられない団体もあると聞きます。 

 実際に地域猫活動に参加しなくても、周りの皆が協力することは可能ではないでしょ
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うか。地域で発生する被害を減らすために動いてくださっている皆さんに、猫の管理か

らそれにかかる費用までお願いするのは、ボランティアとして立ち上がってくださった

方の善意を利用することになりかねません。町には一歩踏み出した支援策をぜひご提案

いただきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） ご指摘のとおり、ＴＮＲ活動をはじめ、地域猫の

適正管理には、給餌や排せつ物の清掃等、相応の労力及び経済的負担が伴うもので、活

動されている団体や地域の皆様のご苦労については、十分に認識しているところでござ

います。 

 本町では、さくらねこ無料不妊手術事業に関わっていただいている団体の支援としま

して、令和６年１０月より、猫の捕獲機の無料貸出しを実施しており、現在まで３件の

実績がございました。その他、町独自の地域猫活動に対する経済的な支援は実施してお

りませんが、大阪府動物愛護管理センターが行っている所有者のいない猫対策支援事業

をご案内するなど、できる限り情報提供に努めているところでございます。 

 地域猫活動は、環境衛生の維持及び動物愛護の観点から重要な取り組みではございま

すが、反面、議員のご質問にもありましたように、長時間の置き餌、無秩序な給餌によ

る悪臭や害虫の発生などの環境被害、ご近所の敷地内での排せつなど、地域猫に対する

近隣住民からの苦情相談も寄せられております。猫のためを思った活動が結果として不

幸な野良猫を増やしてしまうことにつながることもございます。よって、地域猫活動に

は一定のルールをもって適切な方法により行い、周辺住民の生活環境に悪影響を及ぼさ

ないことが重要でございます。本町といたしましても、人と動物が共生できるまちづく

りを進めるため、住民の皆様の地域猫活動に対する理解が更に深まるよう、広報などを

通じて定期的な呼びかけを継続してまいります。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） ご答弁ありがとうございました。 

 今、部長も言われたとおり、一定のルールが必要かと思います。そのルールに則り活

動することで、人にも猫にも快適な暮らしができるのではないでしょうか。 

 近隣の市町村では、特に富田林市では、地域猫活動のための助成を行っております。

地域の人間と動物の共存のために、町にも助成等の手助けの検討をお願いし、１問目の
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質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、帯状疱疹について質問をさせていただきます。 

 帯状疱疹は、水疱瘡と同じウイルスで起こる皮膚の病気です。加齢や疲れなどで免疫

が弱まることにより、ウイルスが活動し始め発症します。５０代から発症率が増加し、

８０歳までに約３人に１人が発症すると言われています。帯状疱疹には発症を予防する

ワクチン接種が有効です。 

 本年４月より帯状疱疹ワクチン予防接種の定期接種が開始され、６５歳から５年間の

経過措置として、５歳ごとの方が対象となり、接種費用の一部を公費負担で接種するこ

とができます。これは６５歳以上の方が対象となり、５０歳から６４歳は定期接種対象

外です。５０歳から６４歳という一番働き盛りです。そのようなときに、帯状疱疹に悩

まされ、生活に支障が出ることは避けなければなりません。現在、５０歳から６４歳の

方々については、接種費用を全額負担していただくことになっていますが、日本の成人

の９０％以上が原因ウイルスを体内に持っている現状です。５０歳から発症リスクが高

まる帯状疱疹を早めに予防接種する必要があると考えます。助成の年齢を引き下げるこ

とを考えるべきなのではないでしょうか。町としてのお考えをお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） 帯状疱疹について私のほうからご答弁申し上げます。 

 帯状疱疹は、ご質問にありましたように、水疱瘡にかかった際のウイルスが体内に残

っており、加齢や疲労、ストレスによって免疫力が下がったときにウイルスが再び活性

化することで発症することから、日頃から食事や睡眠、適度な運動で体調管理を行い、

免疫力を低下させないことが重要とされております。 

 症状としましては、神経に沿って帯状に痛みを伴う水膨れが生じ、合併症としては、

水膨れが治った後も長期にわたり神経痛が出現し、重症化する場合があることから、国

において令和７年４月から予防接種法に基づくＢ類疾病に位置づけられ、定期接種化さ

れたものでございます。 

 なお、定期接種につきましては、生ワクチン３千円、組替えワクチン１回当たり１万

円の個人負担となっております。 

 ご質問にありました年齢制限でワクチン接種ができない方々への改善策についてです

が、現在、定期接種の対象外となる５０歳以上６４歳以下の方でワクチン接種を希望さ

れる方は、全額個人負担にてワクチン接種をお願いしている状況でございます。 
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 帯状疱疹は、近年、５０歳代からの罹患率が増加しており、若年層の発症、重症化予

防の必要性は認識しておりますが、定期接種は今年度からの開始でもあり、令和７年７

月末での接種率は約１５％となっていることから、まずは定期接種の対象者に対する接

種勧奨を更に強化し、接種率の向上に努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） ご答弁ありがとうございました。 

 ５０代の方が帯状疱疹を発症する確率は８０代の方ほど高くありません。しかし、現

役世代で発症してしまうと、たちまち生活状況が困難に陥ります。そうならないために

も、早期の対応をお願いいたします。 

 次に、ワクチン接種費用の助成について質問いたします。 

 先ほどより本年４月から帯状疱疹ワクチン接種が６５歳以上の定期接種となったとの

話をしていますが、費用については、一部公費負担となっています。ワクチンには、生

ワクチンと組替えワクチンの２種類があり、免疫持続時間や費用にかかり差があるそう

です。帯状疱疹は単なる皮膚の病気ではありません。体や顔にピリピリ、チクチクとい

った神経痛が生じ、数日後、痛みのある部分に赤い発疹が出てきます。進行すると発疹

が水膨れになり、体に帯状に広がります。多忙で疲れているときになりやすく、皮膚科

への受診が遅れると重症化してしまい、帯状疱疹後神経痛へと移行しやすくなります。

これは、発疹などが消えた後も続く痛みのことで、数か月から十数年以上続く場合もあ

ります。 

 誰でも発症する可能性がある非常に恐ろしい病気であることをもっと多くの方に知っ

てもらい、前もって予防できるワクチン接種を受けやすくするためにも、接種費用の補

助を検討していただきたく思います。現在、物価高で生活が困窮する中にあって、更な

る負担と不安を見過ごすことなく、町での手厚い施策が必要ではないでしょうか。町と

しての見解をお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） ワクチン接種が一般的に帯状疱疹の発症を抑える予防効

果があるとされておりますが、一方で、ワクチン接種後に、注射部位の腫れや痛み、全

身の倦怠感などの副反応が出る場合もあり、一定のリスクも考慮する必要がございます。 

 そのため、国の専門委員会において、感染や重症化の予防、蔓延防止等の観点から、
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安全性や有効性、費用対効果なども含めて、帯状疱疹ワクチンを予防接種法に基づく定

期接種、全額または一部公費とすることの是非について検討が行われ、帯状疱疹は比較

的高齢者に多く、特に７０歳代で発症のピークを迎えることとされていることから、発

症化抑制や重症化予防の観点から、定期接種の対象者を６５歳とされたものでございま

す。 

 ご質問にありました任意接種の対象者の助成については、今後も富田林医師会と協議

を重ねながら、近隣市町村の動向を注視してまいります。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） ご答弁ありがとうございました。 

 近隣の動向を確認していただきながら、どうか前向きな対応をお願いいたします。他

府県に比べ、大阪府の助成の対応はできていませんでしたが、今後は、まずは太子町が

この制度に切り込んでいただきたいと強く要望し、この質問を終わらせていただきます。 

○議長（森田忠彦君） これにて、䭜本議員の質問を終わります。 

 次に、７番目、早瀬議員の質問を許します。 

 早瀬議員。 

〔８番 早瀬和信君 登壇〕 

○８番（早瀬和信君） 議席番号８番、なごみの会、早瀬和信でございます。通告に基づ

きまして、質問をさせていただきます。理事者各位におかれましては、適切なご答弁を

賜りますようお願い申し上げます。 

 地域イベントは、地域の魅力を広く発信し、経済の活性化に寄与するだけでなく、世

代や立場を超えた交流を促し、地域コミュニティの絆を深める大切な役割を担っており

ます。特に近年では、地域資源を活かした観光や地産品の発信が注目されており、イベ

ントを通じて地域ブランドを確立することで、持続的な発展にもつながります。 

 その成功のためには、行政や主催者の取り組みだけではなく、地域住民の皆様一人ひ

とりのご協力とご理解が欠かせません。住民が主体的に参加できる仕組みを整えること

で、自分たちの町への愛着や誇りが自然と生まれ、イベントへの関わりが、単なる参加

にとどまらず、地域を共につくるという実感へとつながります。 

 また、地元の伝統や文化、歴史をイベントに取り入れることで、地域ならではの独自

性を発揮でき、参加する喜びや誇りをより強く感じていただけると考えています。 
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 そこで質問いたします。太子町の住民参加型イベントとして、聖燈会、商工会太子町

支部夏祭り、灯路祭り等がありますが、まずは実施主体と参加人数の実績についてお聞

かせください。 

○議長（森田忠彦君） まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（鳥取勝憲君） ご質問の住民参加型イベントの主催者、来場者数

などについて私のほうからお答えさせていただきます。 

 まず、太子聖燈会は、聖徳太子御廟と叡福寺境内を会場として聖徳太子の和の精神を

尊び、和の明かりを灯すことで、魅力あるまちづくりを目的に、各区長をはじめ、地域

住民の方々が中心となった太子聖燈会の会が主催となり、平成２０年に始まり、現在１

８回を数えます。今年も４月２６日に開催され、来場者数は約７千５００人でございま

した。 

 次に、富田林商工会太子町支部夏祭りですが、太子町盆踊り大会を前身とし、盆踊り

や夜店の出店、地域パフォーマンスなど、納涼とにぎわいづくりを目的として、町内の

商工業者の皆様で組織する富田林商工会太子町支部が主催となり、平成２１年に始まり、

現在１７回を数えます。こちらも８月２日に開催され、来場者数は約３千５００人でご

ざいました。 

 最後に、竹内街道灯路祭りは、町内を横断する日本最古の官道竹内街道を会場として、

竹内街道の歴史や文化を振り返り、その良さを再認識し、魅力を創造することを目的と

して、区長会をはじめ、沿道の町会やまちづくりに関わる多くの団体が参加する竹内街

道にぎわいづくり協議会が主催となり、平成２１年から始まり、現在１６回を数えます。

昨年は１０月１３日に開催され、来場者数は約５千人でございました。今年度において

も、第１７回目として１０月２５日に開催が予定されております。 

 また、それらのイベントには、住民手づくりで運営されているマルシェｄｅたいしが

中心となり、多くのブースが出展され、イベントを更に盛り上げていただいていること

についても、大変感謝しております。 

 いずれのイベントも住民の皆様が主体となり、幾多の会合を重ね、準備を進められ、

開催されてきたもので、新型コロナ感染症の影響により数度の見送りがあったものの、

関係者皆様のご尽力により、現在に至っております。 

 以上です。 

○議長（森田忠彦君） 早瀬議員。 
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○８番（早瀬和信君） ありがとうございました。 

 本年の聖燈会、商工会太子町支部主催の夏祭りともに天候に恵まれ、町内外から多く

の方々にご来場いただき、大変にぎわいのあるものとなりました。会場では、小さなお

子さんからご年配の方まで幅広い世代の皆様に楽しんでいただき、多世代の交流を自然

に生み出す場となったことをうれしく思っております。 

 世代を超えた触れ合いは、地域のつながりをより深め、温かいコミュニティづくりに

もつながる大切な機会であると感じております。これらのイベントは、本町の魅力を発

信する絶好の機会であり、本町の活気を広く伝えることができたものと確信しておりま

す。今後も地域の特色を活かしながら、多くの方に愛され、継続して発展していくイベ

ントとなるよう工夫と努力を重ねてまいりたいと考えています。 

 改めて質問いたします。来年は町制７０周年の節目の年となります。太子町の魅力を

伝えるための本町としての認識や今後の関わり方をお聞かせください。 

○議長（森田忠彦君） 町長。 

○町長（田中祐二君） 私のほうからご答弁申し上げます。 

 住民手づくりのイベントにつきましては、ご指摘のとおり、地域への愛着を育む、に

ぎわいを創出する貴重な機会であると同時に、コミュニティの活性化や世代間交流の重

要なツールであることも十分認識しております。 

 これまで住民主体の活動を継続されてきた関係者の皆様のご努力につきましても、何

ものにも代えがたい、町の財産であると思っており、このようなイベントが今後も継承

されることで、地域の輝きが増し、魅力的なまちづくりにつながるものと考えておりま

す。 

 町としましては、議員ご指摘のとおり、町制施行７０周年の記念の年を迎える令和８

年度が、町の魅力を更にＰＲできる好機であると認識しており、既存の町主催のイベン

ト等の事業はもちろんのこと、住民の皆様との様々な協働事業、また、太子町観光協会

をはじめとした各種団体との協働による様々なイベントにおきまして、町制７０周年を

アピールし、より一層のまちのにぎわい創出を魅力発信につなげてまいりたいと考えて

おります。 

 そして、住民代表にご参加いただく記念式典に加え、一般の住民の皆さんもご参加可

能な催しも開催できればと考えております。 

 以上です。 
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○議長（森田忠彦君） 早瀬議員。 

○８番（早瀬和信君） ありがとうございました。 

 物価高騰の中、今後もイベントを継続していけるよう、町としてサポートしていただ

けるようにお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長（森田忠彦君） これにて、早瀬議員の質問を終わります。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 よって、会議を散会といたします。 

 なお、最終本会議は２２日に再開させていただきます。再開通知は省略させていただ

きますが、ご出席のほど、よろしくお願いいたします。 

 本日はご苦労さまでございました。 

（午後 １時３０分 散会） 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（森田忠彦君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、第３回定例会の最終日を迎えたわけでございますが、各常任委員会におかれま

して、精力的にご審議いただき、厚くお礼を申し上げます。 

 本日は全員出席していただいておりますので、本会は成立いたしました。 

 よって、これより会議を再開いたします。 

 直ちに会議に入ります。 

 本日の議事日程は配布しておりますとおりでございます。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１、認定第１号から日程第１４、請願第２号までの以上１

４件を一括議題といたします。 

 各議案は去る１日の本会議において各常任委員会に審査を付託しておりましたので、

その結果について、順次報告を願うことといたします。 

 まず、決算常任委員長の報告を求めます。 

 村井議員。 

〔決算常任委員長 村井浩二君 登壇〕 

○決算常任委員長（村井浩二君） それでは、私から決算常任委員会に付託されました議

案について、審査の結果を報告いたします。 

 認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定について、政策総務部関係

では、令和６年度の退職者が見込みより多いが、職員が退職する状況は現在も続いてい

るのか。時間外勤務手当の増加の理由は、人員減が原因か、仕事量の増加が原因かを問

う質疑があり、今年度における現時点での退職者はいない。職員数について、増減はあ

るが、採用は随時行っているため、人員減が原因ではなく、行政需要の増加などに伴う

職員一人ひとりの仕事量の多さが時間外勤務が増えている要因と考えているとのことで

した。その他公共施設の老朽化に係る改修計画、自治体クラウド推進事業の事業内容、

ふるさと太子応援基金寄付金、困難女性支援事業などの相談内容について質疑がありま

した。 

 健康福祉部関係では、重層的支援体制整備事業について、他の機関との連携、これま

での成果などについての質疑があり、重層的支援体制整備事業は、令和４年度から開始

し、地域共生社会の実現に必要となる包括的な支援体制を整備する手段の１つとして創
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設したもので、社会福祉協議会や町内の他の機関、必要に応じて法的機関との連携をし、

支援を実施している。また、成果としましては、専門職の配置が充実し、他の機関との

共同での取り組みが進んでいると考えているとのことでした。その他、緊急通報装置の

設置状況、総合福祉センターの利用者及びセンター駐車場改修工事の内容、心身障害者

等給付金の廃止、一時保育の利用状況などについての質疑がございました。 

 まちづくり推進部関係では、町の地域計画策定において、住民の意見がどれだけ反映

されているのか及び町が抱えている農業への課題と、課題に対する町の対策についての

質疑があり、地域計画は令和６年度中に策定が義務づけられ、町では５つの地区で計画

が策定済み。計画策定に際し、今後の営農の継続意思のアンケート調査をし、その結果

を基に各地区で集まり、農業への課題や今後の見通しを話し合っていただく活動を実施、

目標地図を現在太子町のホームページで記載している。また、話合い活動の中で、農道

が狭く老朽化が進んでいることや、有害鳥獣の問題、農業従事者の高齢化による担い手

不足が課題として挙げられ、町が行っている対策は、農地を借りたい人、貸したい人の

マッチングを農地中間管理機構を活用しながら進めているとのことでした。その他、空

家バンクの利用状況、サーキュラーエコノミーの事業内容、道路、橋梁、河川の修繕状

況、クリーンキャンペーンの実施回数などについての質疑がございました。 

 教育委員会関係では、ＡＬＴ、スクールソーシャルワーカー、スクールロイヤー及び

スクールカウンセラーの配置状況とその役割についての質疑があり、ＡＬＴ１名は町立

幼稚園及び両小学校で、もう１名は町立中学校で勤務しており、ネイティブの英語に触

れ、英語の楽しさを教える。スクールソーシャルワーカーについては、問題行動、いじ

め、不登校の未然防止に取り組んでおり、福祉的な専門知識を持っているスクールソー

シャルワーカーと連携し、問題行動、いじめ、不登校の背景など、アセスメントに重点

を置き、担任からの指導及び家庭連絡で終わるだけではなく、背景を検証し、チームで

対応できる体制を整えている。また、法的な判断が必要になった場合は、スクールロイ

ヤーなどの弁護士の意見を聞きながら、学校において対応方策を判断している。スクー

ルカウンセラーは、保護者などからの相談が学校に相談しにくい状況や、学校に相談し

た上で専門的な対応が必要になった場合、活用しているとのことでした。その他、就学

援助の支給額、体育館の空調設置状況、学校でのタブレット使用方法、文化スポーツ活

動活性化事業補助金の申請状況、太子町教育委員会点検評価報告の内容などについての

質疑がございました。 
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 討論においては、反対、賛成それぞれの討論があり、採決の結果、賛成多数により、

認定することに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、決算常任委員長から報告がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 次に、総務まちづくり常任委員長の報告を求めます。 

 斧田議員。 

〔総務まちづくり常任委員長 斧田秀明君 登壇〕 

○総務まちづくり常任委員長（斧田秀明君） 総務まちづくり常任委員会に付託されまし

た議案について、審査の結果を報告いたします。 

 認定第３号、令和６年度太子町山田財産区特別会計歳入歳出決算認定については、審

議において、山田財産区での不法投棄物の回収事例について質疑があり、実際に財産区

内で不法投棄があり、回収処理をしたとのことでした。審議の結果、全員異議なく、原

案どおり認定することに決しました。 

 認定第４号、令和６年度太子町春日財産区特別会計歳入歳出決算認定については、審

議において、財産区内のため池の日常の維持管理についての質疑があり、水利組合が

日々の維持管理を行っているとのことでした。審議の結果、全員異議なく、原案どおり

認定することに決しました。 

 認定第７号、令和６年度太子町下水道事業会計決算認定については、審議において、

下水道使用料の経費回収率についての質疑があり、下水道事業は、維持管理費等を含め、

下水道使用料で運営するのが原則となっているので、経費回収率は１００％が望ましい

が、令和６年度では８１.９％であった。収入源としては下水道使用料の値上げを検討

していく必要があるが、近隣の市町村の状況や上昇率のバランス等を踏まえ、今後検討

していきたいとのことでした。その他、下水道の普及率、老朽管の入替工事の予定など

について質疑がありました。審議の結果、全員異議なく、原案どおり認定することに決

しました。 

 議案第２７号、太子町議会議員及び太子町長の選挙における選挙運動の公費負担に関
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する条例中改正の件は、審議の結果、全員異議なく、原案通り可決することに決しまし

た。 

 議案第２８号、太子町職員の育児休業等に関する条例及び太子町職員の勤務時間、休

暇等に関する条例中改正の件は、育児休業の取得には男性、女性、非正規職員でも、役

場内において夫婦で働いている場合は、両人が取得できるのかについて質疑があり、男

性、女性、非正規職員問わず取得できる。役場内に夫婦で働いている場合も、夫婦同時

に取得ができるとのことでした。その他、育児休業の取りやすい職場環境の整備の考え

方について質疑がありました。審議の結果、全員異議なく、原案どおり可決することに

決しました。 

 請願第２号、中国製リチウム電池バス運用についての住民説明会の実施を求める請願

は、紹介議員である西田委員から趣旨説明がされました。採決の際、賛成反対同数によ

り、委員長裁決を行い、不採択とすることに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、総務まちづくり常任委員長から報告がありました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） この度の請願第２号中国製リチウム電池についての住民説明会の

実施を求める請願に対して、委員会では質疑がなかったように思います。 

 私もこの点を踏まえて、この時点で、この請願はまだ時期尚早だと考えていました。

その後、実施を求める内容を再度確認いたしました。 

 そこで、今までの８項目以外で今後いろいろな諸問題が出てきたときにも、住民さん

の皆さんの意見に対し、議会として丁寧に話合いを進めていくお考えなのでしょうか、

お尋ねいたします。 

○議長（森田忠彦君） 西田議員。 

○４番（西田いく子君） おはようございます。お答えさせていただきます。 

 先ほど、住民にいろいろ言えるのかということで、初日の議案を見ていただいて、請

願書を見ていただいたらお分かりかと思いますが、趣旨には１から８があります。１か

ら８だけかという、この８がその他ということで、ここで、住民説明会が開かれたとき、

１から７までは、請願を出しはりました露口さんや山田さんの思いが籠もっている質問
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項目かと思うんですけれども、８で住民さんの意見を聞くということが網羅されている

と思いますので、今、䭜本委員がおっしゃられたとおり、説明会ではどなたでも自由な

意見が言えるということで、説明を求めるということができるということでお願いいた

します。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 次に、福祉文教常任委員長の報告を求めます。 

 中村議員。 

〔福祉文教常任委員長 中村直幸君 登壇〕 

○福祉文教常任委員長（中村直幸君） 福祉文教常任委員会に付託されました議案につい

て、審査の結果を報告いたします。 

 認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については、

審議において健康保険料率が大阪府で統一されたが、令和６年度の国民健康保険料の収

納率が下がっているのは、国民健康保険料が高くなったことによる滞納世帯の増加が原

因か。また、統一されたことによる全体的な財政責任は大阪府にあるのか。また、大阪

府と町の割合分担について質疑があり、現時点で国民健康保険料が高くなったことによ

る、払えないという声は届いていない。納付が困難な方へは、相談窓口を設けており、

無理な徴収はせず、住民にとって大きな負担にならないよう徴収を行っている。大阪府

内統一基準に係る財政運営に関する責任主体は大阪府で、町は保険者として保険給付を

滞りなく給付し、保険料の割賦を行っているとのことでした。その他、無料低額診療事

業の利用者の現状及び対応可能な病院、資格確認書の発行、財政調整基金の活用などに

ついて質疑がありました。討論においては、反対、賛成それぞれの討論があり、採決の

結果、原案どおり認定することに決しました。 

 認定第５号、令和６年度太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認定については、審議

において、訪問介護事業者の人材不足について、町独自の対策はあるのか。また、介護

相談員派遣事業について、相談員及び訪問箇所についての質疑があり、町内で事業廃止

した事業所はないが、今後も現場の声を聞きながら、人材確保や事業運営について、行

政としてできることを検討していく。相談員は現在７名で、２人１組で町内の事業所を

定期的に訪問しているとのことでした。その他、要介護認定に係る体制、介護予防の取
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り組み、高齢者移動サービスについての質疑がありました。討論においては、意見をつ

けて賛成の討論があり、審議の結果、全員異議なく、原案どおり認定することに決しま

した。 

 認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、

審議において、後期高齢者医療保険料をこれ以上上げない努力はしているのかとの質疑

があり、大阪府後期高齢者広域連合が、変動要因などを加味し、余剰金などを利用し、

低く抑えていると考えているとのことでした。討論においては、反対、賛成それぞれの

討論があり、採決の結果、原案どおり認定することに決しました。 

 議案第３０号、令和７年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

は、審議において、令和８年度から始まる子ども・子育て支援制度の内容及び国からの

補助率について質疑があり、国民健康保険料などと併せて納付していただく子ども・子

育て支援制度が国で始まる。今回の補正予算は、保険料を徴収するため、システム改修

費用で国から１０分の１０の補助が出ているということでした。審議の結果、全員異議

なく、原案どおり可決することに決しました。 

 議案第３１号、令和７年度太子町介護保険特別会計補正予算（第１号）については、

審議において、介護給付費基準基金繰入金について、補正額にマイナスがついている理

由について質疑があり、国庫支出金の収入が見込まれるため、基金から繰入れていた財

源を基金に戻すことにより、マイナス表示になったとのことでした。審議の結果、全員

異議なく、原案どおり可決することに決しました。 

 議案第３２号、令和７年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

ては、審議において、子ども・子育て支援制度に係るシステム改修によって職員の負担

が増えることはあるのかという質疑があり、システムを改修することにより、子ども・

子育て支援金の負担割合の計算など自動化されるので、職員の負担は軽くなると考えて

いるとのことでした。審議の結果、全員異議なく可決することに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、福祉文教常任委員長から報告がありました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 
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 次に、予算常任委員長の報告を求めます。 

 䭜本議員。 

〔予算常任委員長 䭜本博之君 登壇〕 

○予算常任委員長（嚨本博之君） 予算常任委員会に付託されました議案について、審査

の結果を報告いたします。 

 議案第２９号、令和７年度太子町一般会計補正予算（第４号）については、審議にお

いて、聖和台第１公園に設置予定のトイレの種類、また、設置工事は下水道の工事を含

むのか。今後も町内にトイレを増やすのか。町単独事業なのかという質疑があり、男子

トイレには大便器が１つ、小便器が２つ、女子トイレには便器が２つ、災害用のマンホ

ールトイレ４か所を現段階では設計している。下水道については、今回工事をする予定。

災害時、下水道の機能が損なわれた場合には、切り替えて災害用トイレとして使えるよ

うに設置している。今回、聖和台第１公園にトイレを設置するのは、避難所に指定され

ているにもかかわらず、トイレがないため。現在、町内には和みの広場・聖和台第３公

園・葉室公園・畑薬師山公園にトイレを設置しているが、他の公園への設置については、

財源を考慮し、今後の課題の１つとして考えていきたい。また、今回のトイレ設置は、

国の交付金は対応していないが、緊急防災・減災事業債として計上しているとのことで

した。その他、Ｊ－ＡＬＥＲＴの運用主体及びシステム整備の内容、廃棄ビニール処分

費補助の内容などについての質疑がありました。審議の結果、全員異議なく、原案どお

り可決することに決しました。 

 以上でございます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま、予算常任委員長から報告がありました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 次に、認定第１号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 西田議員。 

○４番（西田いく子君） 認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、反対の立場で討論を行います。 
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 歳入６７億２千８８８万４千８６５円、歳出６７億１千７９２万６千７２５円、歳入

歳出差引額１千９５万８千１４０円の黒字、実質収支額は４４８万１４０円の黒字、実

質単年度収支は赤字となっています。積立金現在高は、前年度より３億円以上増え、３

７億１千４５０万９千８６３円になっており、健全な黒字財政になっています。 

 令和６年度は、のってこバス新規購入、空家バンク制度の改善、保育の無償化拡大、

学校トイレ改修を着々と進めるなど、前進面に対し大いに評価はさせていただきます。 

 しかし、コロナ禍からようやく通常を取り戻していく最中、府が多額の府費を使って

カジノを目的とする万博を太子町としても推進する立場から、職員さんには万博関連の

新たな仕事が増え、多忙になりました。職員さんは中々適正とされる人数を確保できな

い中、退職者が予定の３人から５人にも増えています。町長選挙、町会議員選挙、衆議

院選挙もあり、観光化推進のイベントだけでも５４回を数えています。そこに万博推進

のための営業のようなイベントなどが重なりました。残業代が増えるのは当たり前の忙

しさです。監査委員の決算意見書に、安定した住民サービスの提供と質の向上に引き続

き取り組まれることを要望すると書かれていますが、安定した住民サービスも質の向上

にも、職員さんが健康で、住民福祉の増進のために働ける職場環境こそが大切です。大

地震や豪雨災害などに対応するにも職員さんの力がますます必要とされています。人員

不足を非正規職員で補うのではなく、正規職員を増やし、安定した住民サービスを実現

することを求めます。 

 物価高騰で住民の暮らしは今本当に大変です。国の新型コロナウイルス感染症対策事

業及び物価高騰対応重点支援事業として、太子町には２億８千２８６万４千円が入った

わけですが、国の支援の範囲内でしかなく、太子町独自に財政調整基金などから支出し

ての物価高騰に対する支援策はありません。 

 大阪府で統一された国民健康保険料は全国一高い保険料になっています。介護保険料

も高額、上下水道料金も高い、高過ぎる国民健康保険料、介護保険料、上下水道料金を

引き下げてほしい。これが太子町の住民の声です。これ以上の負担増は、住民の暮らし

も命も脅かすことになります。町独自に減免制度をつくることができないか、調査研究

を深めていっていただきたいと思います。 

 公共交通はまだまだ便数が足らず、料金も２００円と高額で、乗りたくても乗れない

状況にあります。もっと住民にとって便利な公共交通となることを求めます。 

 南河内２町１村未来協議会の動きも水面下で進められているような状況の中、２０２
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５年度には、南河内基礎自治機能充実強化協議会と、更に規模を大きくした協議会がで

きました。太子町で基礎自治機能の充実強化に関するシンポジウム「地域の未来を考え

る」を開催するという案内が他の市でされているのに、太子町議会や職員さんにも知ら

されずに、広報たいしに掲載して、事足れりという姿勢はあまりにも議会軽視としか言

いようがありません。住民代表の議会を軽視する姿勢は、住民を軽視しているというこ

とです。 

 住民福祉の増進、地方自治の本旨に沿った町政運営を求め、反対の討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） 他にございませんか。 

 䭜本議員。 

○５番（嚨本博之君） 認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定につい

て、賛成の立場で討論を行います。 

 本決算は、歳入総額が６７億２千８８８万４千８６５円。歳出総額が６７億１千７９

２万６千７２５円、実質収支は４４８万１４０円の黒字決算となっています。 

 歳入では、市町村民税、固定資産税は減収となったものの、地方交付税、国庫支出金、

府支出金の増収により、町全体として３億５千３６７万９千１５４円の増収となってい

ます。 

 また、特定財源である地方債及び基金を効率的に活用するなど、令和６年度において

も財政調整基金を取り崩すことなく、行財政運営に必要な財源の確保に工夫と成果が見

られました。 

 一方、歳出では、地域公共交通において路線の再構築や運行車両２台を新たに購入す

るなど、安定的な交通基盤の確保に取り組まれたほか、能登半島地震への応援職員派遣

で得た経験を踏まえ、災害発生時の生活環境の改善と衛生管理の必要性を考慮し、携帯

トイレの備蓄を行うなど、更なる防災力の強化に努められました。 

 また、がん治療に伴う医療用補整具の購入費用を助成することにより、治療と就労や

社会参加の両立を図り、療養生活の質の向上を支援する事業を開始されるとともに、こ

れまで実施してきた学校園給食費無償化に加えて、第２子目以降の保育料無償化を新た

に開始するなど、子どもや子育て世代への経済的、社会的支援の充実も図られています。 

 更に、空家バンク関連補助金を創設し、登録空き家を増やすことにより、移住定住の

促進と地域活性化に努めるとともに、老朽化した道路、橋梁、施設の改修など、将来の

本町を見据えた事業を着実に推進しながら、今後の公共施設老朽化対策に必要となる財
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源を基金に積み立てることも併せて実施されています。 

 今後、人口減少や物価高騰など社会課題による行財政運営への影響が懸念されるとこ

ろではありますが、持続可能で安定した行財政基盤づくりのための自主財源確保と住民

誰もが安心して暮らせる魅力あるまちづくりに努められることを要望して、賛成討論と

いたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 それでは、採決いたします。 

 認定第１号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立７名。反対２名。賛成多数でございます。 

 よって、認定第１号、令和６年度太子町一般会計歳入歳出決算認定については、原案

どおり認定することに決しました。 

 次に、認定第２号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 西田議員。 

○４番（西田いく子君） 認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について、反対の立場で討論を行います。 

 歳入総額１４億１千２６１万４１８円、歳出総額１３億９千２５８万９千２１５円、

歳入歳出差引額及び実質収支とも１千２万１千２０３円の黒字決算になっており、基金

も９千１３１万７千２１４円になりました。 

 国民健康保険は、府内統一されたことにより、全国一高い国民健康保険料になりまし

た。１人当たり統一保険料で見ると、調定額１４万９千６５１円もの高額になっていま

す。このような中、太子町も含め、府内の自治体で収納率が悪化し、赤字の団体も生ま

れています。高過ぎる国民健康保険料を引き下げてほしい。これが住民の皆さんの声で

す。国民健康保険制度は社会保障であり、住民の命綱です。高過ぎる国民健康保険料が

払えず、医療にもかかれず、命を脅かすものであってはなりません。自治体独自の法定

外繰入れ解消の強要や大阪府が市町村独自の基金に口を出すことは、地方財政法違反だ

という認識を持ち、保険料引下げを実施するよう求めます。 
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 前年度から著しく所得が落ちた人に対する減免制度を周知し、活用もしてください。

１８歳までの子どもの均等割を無料にすることで負担を軽減することもできます。無料

低額診療事業や一部負担金減免制度を広く知らせる努力もお願いいたします。 

 マイナンバーカードの取得は任意であり、強制するものではありません。後期高齢者

医療での扱いと同じ全世帯に対して資格確認書を送付してください。 

 基金は、取り過ぎた保険料が蓄えられたものです。能勢町では、２０２０年から物価

高騰や感染症対策支援として、国保加入者への給付、健康増進支援金１人当たり１万５

千円を世帯単位で給付しています。これは実質的に国保料軽減につながるという基金の

使い方を工夫しています。太子町でも、若年者に対する健診を実施するなど工夫をして

おりますが、基金はため込むものではありません。保険料軽減や予防など、住民のため

に活用するよう求めます。 

 大阪府には全国一高い国民健康保険料を引き下げることを求め、自治体独自に法定外

繰入れや基金を使って保険料を引き下げることを認めるよう要望してください。何より

国に対し国庫負担を増額し、国民健康保険料を引き下げることを強く要望していただく

ことを求め、反対の討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

 討論を許します。 

 松井議員。 

○６番（松井謙昌君） 認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について賛成の立場で討論を行います。 

 令和６年度の決算では、団塊世代の後期高齢者医療制度への移行や社会保険の適用拡

大により、被保険者数が大幅に減少した影響などにより、歳入歳出ともに昨年度を下回

る決算規模となっております。 

 しかしながら、１人当たりの医療費は、医療の高度化や薬価の高騰により、年々増加

しております。そのような中、歳入の柱である保険料につきましては、令和６年度から

保険料率が府内統一基準となり、被保険者間の受益と負担を公平に行っております。 

 また、財政調整基金を活用し、４０歳未満の若年者層の健康意識を高める取り組みと

して、若年者健診など、本町独自の保健事業も実施されております。 

 今後も引き続き、医療費の適正化は元より、財政調整基金の適正かつ効果的な活用、

公正な保険料徴収に努められるとともに、被保険者の立場に立った運営に一層尽力され
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ることを要望し、本決算の賛成討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 それでは、採決いたします。認定第２号を委員長の報告のとおり、認定することに賛

成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立７名。反対２名。賛成多数でございます。 

 よって、認定第２号、令和６年度太子町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いては、原案どおり認定することに決しました。 

 次に、認定第３号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 認定第３号を委員長の報告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第３号、令和６年度太子町山田財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、原案どおり認定されました。 

 次に、認定第４号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 認定第４号を委員長の報告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第４号、令和６年度太子町春日財産区特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、原案どおり認定されました。 



－９４－ 

 次に、認定第５号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。 

 岡野議員。 

○３番（岡野秀子君） 認定第５号、令和６年度太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について、意見をつけて賛成の討論を行います。 

 歳入総額１３億２千５２３万８千４７９円、歳出総額１３億１千８９８万１千９６９

円、歳入歳出差引額及び実質収支とも６２５万６千５１０円の黒字決算です。 

 ２０００年から始まった介護保険制度は、介護報酬の連続削減、１割負担の利用料が

２割、３割への引上げ、介護施設の食費、居住費の負担増、要支援１、２の訪問・通所

介護の保険給付から、給付外し、要介護１、２の特養入所からの締め出しなど、介護現

場の苦難に拍車をかけ、利用者家族の負担を増やし、介護サービスを受けにくくする制

度改悪が続けられてきた中で、介護の基盤が脆弱になっています。 

 介護保険料の全国平均基準月額は、第１期では２千９１１円だったものが、第８期に

は６千１４円と２.０７倍にもなりました。太子町でも基準月額は第１期は２千９２５

円から、この第９期には６千３８０円と、２.１８倍です。 

 全国的には訪問介護施設が０の自治体が増えています。訪問介護０自治体は、昨年６

月末から１２月末までの半年で９７町村から１０７町村へ１０も増えていることが明ら

かになっています。引き金になったのが、自公政権が昨年４月に強行した訪問介護基本

報酬の２％から３％の引下げです。訪問介護事業所は、２０２７年度決算で既に４割が

赤字だったのに、政府が引下げを強行しました。実施後の政府調査で、同事業所の６割

が減収になっています。高い保険料を払った先にサービスが受けられない状況すら生ま

れており、保険あって介護なしの状態が年々深刻さを増しています。 

 太子町ではこれまで据え置いたことがありましたけれども、保険料基準額を引き下げ

たことはありませんでした。準備基金を全額保険料引下げに充て、第９期２０２４年度

からの保険料基準額で１００円とはいえ、値下げされたことに対し評価をいたします。 

 また、そのために、国基準を上回る段階を設定もしました。それでも介護保険料は高

過ぎます。基準額以下の世帯では第８期よりも保険料は下がっていますけれども、第１

０段階以上で、保険料が高くなった方もいらっしゃいます。それなのに国は１０期に向

けて更なる社会保障費の削減、介護保険の改悪を狙っています。 



－９５－ 

 太子町として、国・府に公費負担で保険料、利用料を引き下げ、安心して利用できる

介護制度とするよう要望することを強く求め、意見をつけて賛成の討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 認定第５号を委員長の報告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第５号、令和６年度太子町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

は、原案どおり認定されました。 

 次に、認定第６号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。 

 岡野議員。 

○３番（岡野秀子君） 認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について反対の立場で討論を行います。 

 歳入総額３億５７６万３千９４８円、歳出総額２億９千３３０万５千３５２円、歳入

歳出差引額及び実質収支とも１千２４５万８千５９６円の黒字決算になっています。 

 年金は上がらず、物価高騰が続く中、７５歳以上の平均収入は、過半数以上が１５０

万未満で、ほとんどの高齢者の暮らしは大変です。 

 ところが、後期高齢者医療制度では、２０２２年１０月から７５歳以上で一定の所得

がある高齢者の医療費窓口負担は１割から２割へと２倍になり、約２割の高齢者が対象

になりました。高齢者を更に追い詰め、長生きへのペナルティとも言える大改悪でした。 

 更に、健康保険法等改定されたことにより、年収が１５３万円を超える７５歳以上の

後期高齢者の医療保険料が大幅に引き上げられました。月１３万の年金暮らしの高齢者

に生活に余裕などありません。高齢者の多くは定期的に受診が必要な病気を抱え、貯蓄

や生活費を削り、何とか受診しており、高過ぎる保険料をこれ以上引き上げることは、

高齢者の命を脅かすもので、到底容認できません。 

 重大なのは、高齢者への負担増は、後期高齢者医療保険料増だけにとどまらないこと
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で、介護保険料も上昇しており、本来は命を守る社会保障が高齢者の暮らしを圧迫し、

命を脅かしています。７５歳以上の人を後期高齢者として、７４歳以下の人と切り離し、

多くの病気を抱えるハイリスクの高齢者だけをひとまとめにした世界に例を見ない高齢

者いじめの制度を廃止し、お金の心配なく医療にかかることができる制度への転換を求

め、反対の討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

 討論を許します。 

 早瀬議員。 

○８番（早瀬和信君） 認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計決算認定

について、賛成の立場で討論を行います。 

 後期高齢者医療制度は、急速に進む高齢化社会において増大する医療費に対応し、将

来にわたり持続可能な社会保障制度を確立することを目的に設けられております。 

 本制度は、府内の市町村で構成する広域連合が主体となって運営され、少子高齢化が

進展し、生産年齢である現役世代が減少していく中においても、保険料の徴収や各種給

付事務が適正に執行されております。 

 令和６年度決算におきましても、後期高齢者が安心して必要な医療を受けられるよう、

給付が着実に行われているなど、後期高齢者医療制度の趣旨に則り、関係法令等に基づ

き事業を適切に運営している点は評価できるものと考えます。 

 今後におきましても、大阪府後期高齢者医療広域連合との連携を一層密にし、医療費

適正化へと取り組みを強化するなど、適切な制度の運営に努められることを要望しまし

て、本決算の賛成討論といたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 それでは、採決いたします。 

 認定第６号を委員長の報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立７名・反対２名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立７名。反対２名。賛成多数でございます。 

 よって、認定第６号、令和６年度太子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついては、原案どおり認定することに決しました。 
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 次に、認定第７号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 認定第７号を委員長の報告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第７号、令和６年度太子町下水道事業会計決算の認定について、原案ど

おり認定されました。 

 次に、議案第２７号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第２７号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号、太子町議会議員及び太子町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例中改正の件は、原案どおり可決されました。 

 次に、議案第２８号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第２８号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号、太子町職員の育児休業等に関する条例及び太子町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例中改正の件は、原案どおり可決されました。 
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 次に、議案第２９号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第２９号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２９号、令和７年度太子町一般会計補正予算（第４号）は、原案どお

り可決されました。 

 次に、議案第３０号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３０号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号、令和７年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

は原案どおり可決されました。 

 次に、議案第３１号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３１号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号、令和７年度太子町介護保険特別会計補正予算（第１号）は原

案どおり可決されました。 
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 次に、議案第３２号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３２号を委員長の報告のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３２号、令和７年度太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

は原案どおり可決されました。 

 次に、請願第２号について討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

 討論を許します。 

 早瀬議員。 

○８番（早瀬和信君） ただいま議題となっております、住民説明会の実施を求める請願

につきまして、反対の立場から討論いたします。 

 本請願では、導入予定のバスに関し、台数や運行本数、費用負担、安全性、決定過程

などについて、住民説明会を求めています。 

 しかし、以下の理由から、採択は適切でないと考えます。 

 第１に、時期尚早であることです。請願で示された複数の項目にはまだ確定していな

いものが含まれており、現時点で住民説明会を開いても十分な回答を示すことができる

とは思われません。不確定情報のまま説明会を開催すれば、かえって混乱や不信を招く

おそれがあります。 

 第２に、説明責任の所在の問題です。導入に関する必要な決定は、町単独では担えな

い部分が多く、住民からの詳細な質疑に町のみで応じることは困難です。説明会を開く

ならば、決定権を持つ関係各機関が同席する枠組みが必要ですが、本請願は、その点を

欠いています。 

 第３に、行政運営上の懸念です。文面には強い評価表現も見受けられ、これを採択す

ることは、議会が一方的な見解を追認したかのような誤解を与える可能性があります。

行政と住民の間に不必要な対立を生み、職員の負担を増大させることになりかねません。 
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 また、情報提供の手法についても課題があります。特定の会場に集まる説明会は、参

加できる人数に限りがあり、公平な情報提供の方法とは言えません。現時点で明らかに

なっている情報は、広報紙や公式ホームページなどを通じて段階的に公開するほうが全

住民に対して適切であると考えます。 

 以上の理由により、本請願は採択すべきではなく、否決が妥当であると判断します。 

 なお、住民の不安解消のため、今後も丁寧に周知を図ることを付け加え、反対討論と

いたします。 

○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

 討論を許します。 

 西田議員。 

○４番（西田いく子君） 請願第２号、中国製リチウム電池バス運行についての住民説明

会の実施を求める請願について、賛成の立場で討論を行います。 

 常任委員会の質疑でおっしゃっていただければ、先ほど反対討論にありましたことに

お答えできましたのに残念で仕方がありません。十分な回答ができない。それを住民に

知らせることなく、広報紙に載せれば済む、こういう方向がいいのかということが問わ

れています。 

 説明責任の所在が分からない。所在が分からないのを出すな。請願を出す住民の皆さ

んに、この請願の書き方すら中々分からなくて、ホームページを見ながら書いている住

民の方に所在を求めるのか。これは傲慢な態度ではないでしょうか。 

 太子町の公共交通であるにもかかわらず、議会や住民の頭越しに大阪維新が強引に推

し進めていることですと、このように住民の方の目には映っているんです。 

 このように書かれていることに、大いに反省することが必要だと思います。 

 ここには、田中町長でもなく、太子町政でもなく、大阪府でもなく、１政党によって

推し進められている。こう住民の方が感じている。これはどうしてなんだろうと思って

いただきたいと思います。 

 そんなことはないというのであれば、堂々と住民説明会を開けばいいだけではないの

かと思っています。 

 あと、町長は２期目の所信表明で、住民とともに歩む住民本位の町を掲げ、住民の皆

様の声を直接聞くことは、町政運営にとって非常に重要であり、欠かせないものと考え、

１期目から引き続きタウンミーティングなどを行い、住民の皆様との直接的な対話を推
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進してまいります、こうおっしゃっておられます。 

 また、さっきの私の一般質問での副町長答弁で、本町では何よりもまず住民の暮らし

を第１に考え、住民の代表である議会や住民の方々の声、また、地域の実情を踏まえ、

本町が自ら判断し、責任を持って施策の推進に取り組むことが大切であると考えており

ます。また、住民の代表である議会や住民の方々の声をしっかり伺い、住民に寄り添っ

た姿勢を大切にし、取り組んでまいります。こうおっしゃっておられます。直接的な対

話をする。住民の方々の声をしっかり伺う。町当局が言っているのに、説明会を開いて

ほしい、この願いを議会が否定するのもおかしな話です。 

 では、住民の方が、初期投資や年間ランニングコストは幾ら計算しているのか、この

請願にありますこの問いに、ここにいらっしゃる議員の皆さん答えることができるので

しょうか。申し訳ありませんけれども、私はこのことを知らないので、教えてもらって

いないので、答えることができません。 

 万博会場で自動運転バスは度々事故を起こしています。また、バッテリーが寿命を迎

えた際の最終処分が曖昧で、使用済みバッテリーの廃棄問題が深刻化しています。リチ

ウムイオン電池にはコバルトやニッケルなどの希少資源が含まれており、適切に管理さ

れないと、環境汚染の原因となる可能性があります。現在、リチウムイオン電池のリサ

イクル率は３０から５０％程度であり、これは構造が複雑で分解が難しいためです。各

国ではリサイクル技術の開発が進められていますが、コストや技術的な課題が多く、実

用化には時間がかかるとされています。日本でも各会社が、企業が、実用化に向けて研

究を進めているところです。このような問題、懸念がある。 

 ところが、住民の方が議員に聞いても分からない。分からないから、説明会を開いて

ほしい。この願いに、どこに問題があるのでしょうか。 

 太子町の町の主人公は住民さんです。住民福祉の増進、このために働くことが、町当

局のみならず、私たち議員もその立場に立った上で、太子町政が進められているかチェ

ックする役割が求められています。 

 聞きたいこと、説明してほしいこと、これは先ほど質疑にて答えさせていただきまし

たが、ここに書かれていること以外にも、住民さんが説明会に来ていただければ、お話

しできることになります。 

 住民のための説明会を開くことは、太子町として当たり前のことだと申し上げまして、

賛成の討論といたします。 
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○議長（森田忠彦君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 採決いたします。 

 請願第２号を委員長の報告のとおり採択することに賛成の方の起立を求めます。 

〔起立５名・反対４名〕 

○議長（森田忠彦君） 起立５名。反対４名。賛成多数でございます。 

 よって、請願第２号、中国製リチウム電池バス運行についての住民説明会の実施を求

める請願は、原案どおり採択されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 次に、日程第１５、議案第３６号、（仮称）太子町こども家庭セ

ンター設置に伴う備品購入事業契約締結の件、これを議題といたします。 

 本件について提案理由及び内容の説明を求めます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（木村厚江君） 議案第３６号、（仮称）太子町こども家庭センター設置

に伴う備品購入事業契約締結の件の提案理由並びに内容のご説明を申し上げます。 

 この度、（仮称）太子町こども家庭センター設置に伴う備品購入について、株式会社

内田洋行大阪支店と随意契約を締結するにあたり、地方自治法第９６条第１項第８号及

び太子町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約金額は１千１９６万３千２７０円、受注者は株式会社内田洋行大阪支店でござい

ます。 

 購入内容は、庁舎１階執務室窓口カウンターとしてローカウンターほか、町民ホール

待合スペースとして円形ベンチほか、（仮称）こども家庭センター執務エリアとして相

談用机などでございます。 

 契約の方法につきましては、随意契約により締結することとしております。これは

（仮称）太子町こども家庭センター設置に伴う備品購入事業に係る公募型プロポーザル

選定委員会において、令和７年８月１９日に（仮称）太子町こども家庭センター設置に

伴う備品購入事業の審査の結果、契約候補者として、株式会社内田洋行大阪支店に決定

されたことを受けて行うものでございます。 
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 なお、履行期限につきましては、令和８年１月９日まででございます。何とぞよろし

くご審議の上、ご議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（森田忠彦君） ただいま提案理由及び内容の説明がありました。 

 お諮りいたします。 

 議案第３６号は、会議規則第３６条第２項の規定に基づき、委員会付託を省略するこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会付託を省略いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第３６号を原案どおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３６号、（仮称）太子町こども家庭センター設置に伴う備品購入事業

契約締結の件は、原案どおり可決されました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 日程第１６、閉会中の継続審査の申し出について、これを議題と

いたします。 

 配布しておりますとおり、議会運営委員長、広報特別委員長、観光拠点整備特別委員

長、地域公共交通対策特別委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継

続審査の申し出がございました。 

 お諮りいたします。各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異
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議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（森田忠彦君） ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決しました。 

                                       

○議長（森田忠彦君） 以上で、本日の日程は全て終了し、令和７年第３回定例会に付議

された事件は全て終了いたしました。 

 閉会に先立ち、町長から発言を求められておりますので、発言を許します。 

 町長。 

○町長（田中祐二君） 令和７年第３回定例会の閉会にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

 去る９月１日に開会して以来、本日まで２２日間の会期中、議員の皆様におかれまし

ては、本会議並びに委員会におきまして、慎重なご審議を賜り、おかげをもちまして、

提出いたしました全ての案件につきまして、原案どおり認定、議決並びにご同意を賜り、

厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会中に議員の皆様からいただきましたご意見等を十分に踏まえながら引き続き

町政運営を進めてまいりたいと考えておりますので、今後ともご協力のほどよろしくお

願いを申し上げます。 

 さて、大阪・関西万博の児童生徒招待事業としまして、町立中学校の生徒２７０名が

９月３日に、磯長小学校の児童４１７名が５日、９日、１６日にそれぞれ参加いたしま

した。児童生徒たちは班に分かれ、様々なパビリオンを見学し、最先端の技術等に直接

触れることができました。滞在中はご心配をいただいておりました事故や体調不良等大

きな問題もなく、充実した時間を過ごせたと聞いております。今回の体験は、新しい発

見や学びの場となり、未来への夢や希望を膨らませる貴重な機会となったのではと考え

ております。 

 また、９月４日から１７日まで、大阪・関西万博では、大阪ウイーク・秋が開催をさ

れました。期間中の１３日に、エキスポメッセのＷＡＳＳＥでの「たべなはれ」ゾーン

において、ブドウやシャインマスカット、どら焼きなどの和菓子の販売を行い、会場は

来場者でにぎわいを見せておりました。１６日には、ギャラリーウエストにおいて、南

河内地域の６市町村による広域連携の取り組みの一環として、各地域の特色を活かした

アート作品を共同出展し、本町からは、「和を以て貴しとなす ｉｎ Ｔａｉｓｈｉ」
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としまして、日本のグラフティシーンを牽引するＣＭＫギャラリーが町をイメージした

アート制作を行い、本町の魅力を発信いたしました。 

 また、同日に大阪・関西万博閉幕に向けたラストスパートとしまして、エキスポアテ

ンダント・キャラクターワールドフェスティバルが開催をされ、本町からたいしくんが

参加をいたしました。私も観覧いたしましたが、国内外のパビリオンアテンダントやマ

スコットキャラクターが一体となり、万博の理念、多様でありながら１つであることを

体感することができ、非常に有意義なひとときを過ごすことができました。 

 大阪・関西万博は１０月１３日をもって終了いたしますが、今後もイベント等を通じ

て本町の魅力を発信し、地域活性化につながるような取り組みを行ってまいりたいと考

えておりますので、議員の皆様におかれましては、ご理解、ご協力のほどよろしくお願

いを申し上げます。 

 最後になりましたが、暦の上では、秋を迎えたとはいえ、例年に増して厳しい残暑が

続いております。体調を崩しやすい時期でもございますので、議員の皆様におかれまし

ては、お体には十分お気をつけいただき、健やかにお過ごしいただくようご祈念申し上

げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。 

○議長（森田忠彦君） 去る９月１日に開会して以来、本日までの２２日間、提出された

議案につきまして、慎重にご審議をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 理事者各位におかれましても、本会議、あるいは委員会における各議員からの指摘並

びに意見を尊重していただき、事務執行に反映されますよう要望いたします。 

 それでは、これをもちまして、令和７年第３回定例会を閉会いたします。 

 本日は、ご苦労様でございました。これにて散会いたします。 

（午前１０時５３分 閉会） 
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 この会議録は、書記が記載したものであるが、その内容の正確なものであることを証

明するため、ここに署名する。 
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